
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
平
成
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号
（
衛
生
試
験
手
数
料
条
例
第
二
条

　

の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
額
）
の
一
部
改
正 

（
環
境
生
活
総
務
課
）　

　

一

〇
有
害
図
書
類
の
指
定 

（
青　
少　
年　
課
）　

　

一

〇
飼
料
試
験
結
果
の
公
表 

（
畜　

産　

課
）　

　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
（
二
件
） 

（
森
林
整
備
課
）　

　

五

〇
漁
業
指
導
船
新
宮
城
丸
漁
獲
物
販
売
委
託
及
び
歳
入
徴
収
事
務
等
の
委
託
（
三
件
） 

（
水
産
業
振
興
課
）　

　

六

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
付
保
義
務
の
同
意
成
立 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定 

（
用　

地　

課
）　

　

七

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

七

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　

　

八

〇
県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部

　

を
改
正
す
る
告
示 

（
会　

計　

課
）　

　

八

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

九

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
入
札
の
公
告 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　

　

九

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決

　

定 

（　
　

同　
　

）　

一
一

 
監
査
委
員

〇
住
民
監
査
請
求
に
係
る
監
査
結
果
に
つ
い
て 

一
一

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
八
十
四
号

　

平
成
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号
（
衛
生
試
験
手
数
料
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
額
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
二
の
項
中

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
八
十
五
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

 

（1）　 平成20年５月23日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1960号　　 

発　　　　行

宮 城 県
(総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話  022（211）2267
(毎週火，金曜日発行)

「

９　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
抗
体
価
検
査

同

 

一
、
八
〇
〇

」
を

「

９　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
抗
体
価
検
査

　
　

グ
ロ
ブ
リ
ン
ク
ラ
ス
別
ク
ラ
ミ
ジ
ア
ト
ラ
コ

10
マ
チ
ス
抗
体
価
検
査

同同

 

一
、
八
〇
〇

 

一
、
八
〇
〇

」
に
改
め
る
。

番

号
一二三四五六七八

種　
　

類

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

書

籍

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

ビ
デ
オ
ボ
ー
イ　

№
２
９
０

　

０
７
８
５
１－

０
６

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

ｖ
ｏ
ｌ．

２
０

　

１
７
９
４
０－

０
６

月
刊
メ
ル
フ
レ
ボ
ン
バ
ー　

６
月
号

　

０
８
５
１
３－

０
６

ム
ク
ッ
！
ラ
ジ
カ
ル　

ｖ
ｏ
ｌ．

１
９

　

０
３
３
０
０－

６

衝
撃
の
体
験
告
白　

６
月
号

　

０
４
７
２
３－

０
６

レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ミ
ッ
ク
タ
ブ
ー　

６
月
号

　

１
９
６
７
３－

０
６

パ
パ
ラ
ッ
チ　

６
／
１
号

　

２
０
４
３
７－

６
／
１

写
真
集
「
デ
ス
・
シ
ー
ン
」
死
体
の
あ
る
光
景

　

４－

８
０
７
４－

０
６
３
３－

７

発　
　

行　
　

所

㈱
ジ
ー
オ
ー
テ
ィ
ー

㈱
ジ
ー
オ
ー
テ
ィ
ー

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

ワ
イ
レ
ア
出
版
㈱

㈲
つ
り
案
内
社

三
和
出
版
㈱

㈱
双
葉
社

第
三
書
館



二　

指
定
理
由

　

図
書
類
の
内
容
が
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
又
は
甚
だ
し
く
残
忍
性
を
有
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
阻
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
八
十
六
号

　

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
五
十
六
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
十
二
月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
に
収
去
し
た
飼
料
の
試
験
結
果
の
概
要
を
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

 

第1960号　平成20年５月23日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
19年
12月
収
去

違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分

収
去
場
所

製
造
事
業
場
等
の
名
称

及
び
所
在
地

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

19.9
広
葉
樹
皮
発
酵
混
合
飼
料

牛
用
広
葉
樹
皮
発
酵
飼

料

同
左

有
限
会
社
ア
グ
リ
テ
ッ

ク
宮
城

栗
原
市

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

19.12
屑
米
糠

米
ぬ
か

同
左

株
式
会
社
ス
エ
オ
カ

ハ
ー
ベ
ス
ト
東
北
流
通

セ
ン
タ
ー

登
米
市

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

19.11
こ
だ
わ
り
前
期

和
牛
肥
育
前
期
用
混
合

飼
料

同
左

朝
日
精
麦
株
式
会
社

登
米
市

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

19.11
ラ
ウ
コ
ー
ン

と
う
も
ろ
こ
し
・
ふ
す

ま
二
種
混
合
飼
料

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

19.6
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン

米
ぬ
か
発
酵
飼
料

同
左

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
美
食

名
取
工
場

名
取
市

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

19.12
Ｒ
Ｂ
－
2000

混
合
飼
料

同
左

バ
イ
オ
バ
ン
ク
株
式
会

社
仙
台
工
場

名
取
市

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

19.12
モ
ル
ト
フ
ィ
ー
ド
／
サ
ッ
ポ
ロ

サ
イ
レ
ー
ジ

ビ
ー
ル
粕
飼
料

同
左

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式

会
社
仙
台
工
場

名
取
市
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無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

19.12
荒
粕

魚
粉

同
左

気
仙
沼
セ
ン
タ
ー
水
産

加
工
業
協
同
組
合
フ
ィ

ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル
工
場

気
仙
沼
市

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

19.12
荒
粕

魚
粉

同
左

三
陸
飼
料
株
式
会
社

気
仙
沼
市

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

19.12
黒
み
つ
の
素

牛
用
ビ
ー
ル
粕
混
合
飼

料
同
左

ば
く
ば
く
飼
料
工
場

石
巻
市

栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査

平
成
19年
12月
収
去

違
反
の
内
容

試
験

結
果

の
概

要
製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
の
名
称

収
去
場
所

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

そ
の
他

の
検
査

Ｍ
　
Ｅ

kcal/
　
　
㎏

Ｔ
Ｄ
Ｎ

　
　
％

ペ
プ
シ

ン
消
化

率
　
％

水
溶
性

窒
素
　
　
％

揮
発
性

塩
基
性

窒
素
％

粗
灰
分

　
　
％

粗
繊
維

　
　
％

り
　
ん

　
　
％

カ
ル
シ

ウ
ム
　
　
％

粗
脂
肪

　
　
％

粗
た
ん

白
質
　
　
％

無
9.63

0.60
1.60

2.24
17.45

41.58
19.12

く
み
あ
い
配
合
飼
料
ギ

ン
ザ
ケ
育
成
用
飼
料

銀
乃
す
け

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
志
津
川

支
所

株
式
会
社
科
学
飼
料
研

究
所
高
崎
工
場

群
馬
県
高
崎
市

無
5.61

4.47
0.35

0.30
3.24

14.22
19.12

和
牛
肥
育
用
飼
料

ば
く
麦
無
添
加

同
左

清
水
港
飼
料
株
式
会
社

石
巻
工
場

石
巻
市

無
5.36

4.73
0.62

1.15
2.85

13.70
19.12

肉
牛
肥
育
用

（
注
）
　
飼
料
が
，
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を

付
け
て
い
る
。

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
20年
１
月
収
去

違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分

収
去
場
所

製
造
事
業
場
等
の
名
称

及
び
所
在
地

無
動
物
性
飼
料
－
動
物
由
来
た
ん
白
質

20.1
製
麺
屑

製
麺
屑

同
左

奥
州
白
石
温
麺
協
同
組

合
き
ち
み
製
麺
工
場

白
石
市

栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査
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平
成
20年
１
月
収
去

違
反
の
内
容

試
験

結
果

の
概

要
製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
の
名
称

収
去
場
所

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

そ
の
他

の
検
査

Ｍ
　
Ｅ

kcal/
　
　
㎏

Ｔ
Ｄ
Ｎ

　
　
％

ペ
プ
シ

ン
消
化

率
　
％

水
溶
性

窒
素
　
　
％

揮
発
性

塩
基
性

窒
素
％

粗
灰
分

　
　
％

粗
繊
維

　
　
％

り
　
ん

　
　
％

カ
ル
シ

ウ
ム
　
　
％

粗
脂
肪

　
　
％

粗
た
ん

白
質
　
　
％

無
4.28

1.14
0.93

1.28
4.75

23.16
20.1

日
配
ほ
乳
期
子
豚
用
配

合
飼
料
ス
ー
パ
ー
コ
 

ロ
ミ
ー
ル
う
る
お
い

G
old

株
式
会
社
丸
山

蔵
王
町

鹿
島
飼
料
株
式
会
社
 

鹿
島
工
場

茨
城
県
神
栖
市

（
注
）
　
飼
料
が
，
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を

付
け
て
い
る
。

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
20年
３
月
収
去

違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分

収
去
場
所

製
造
事
業
場
等
の
名
称

及
び
所
在
地

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

20.2
飼
料
用
60％
魚
粉

魚
粉

同
左

三
陸
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
株
式
会
社
魚
町
事
業

所石
巻
市

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

20.3
65％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル

魚
粉

同
左

協
同
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
工
業
石
巻
事
業
所

石
巻
市

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン
，
Ｂ
Ｈ
Ｔ

20.3
ニ
ッ
ス
イ
配
合
飼
料

ギ
ン
ギ
ン
育
成
用
Ｅ
Ｐ

銀
鮭
育
成
用
配
合
飼
料

同
左

日
本
水
産
女
川
油
飼
工

場牡
鹿
郡
女
川
町

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

20.3
60％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル

魚
粉

同
左

太
協
物
産
株
式
会
社
 

長
浜
事
業
所

石
巻
市

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

20.3
メ
ル
シ
ャ
ン
印
ギ
ン
ザ
ケ
ソ
フ

ト
Ｅ
Ｐ

ぎ
ん
ざ
け
育
成
用
配
合

飼
料

同
左

メ
ル
シ
ャ
ン
株
式
会
社

石
巻
工
場

石
巻
市

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

20.2
Ｊ
Ｐ
印
銀
鮭
育
成
用
配
合
飼
料

ぎ
ん
太
郎
カ
ラ
ー
10Ｐ

ぎ
ん
ざ
け
育
成
用
配
合

飼
料

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
石
巻
総

合
支
所

石
巻
市

日
本
農
産
工
業
株
式
会

社
塩
釜
工
場

塩
釜
市



〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
八
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
裏
山
二
一
六
の
一
四
九
か
ら
二
一
六
の
一
五
二
ま
で
、
二
一
六
の
一
六
五
、
二
一
六
の
一
六

八
、
二
一
六
の
一
六
九
、
二
一
六
の
一
七
五
、
二
一
六
の
一
七
六

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

干
害
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（5）　 平成20年５月23日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1960号　　 

栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査

平
成
20年
３
月
収
去

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

20.3
ノ
ー
サ
ン
印
子
豚
人
工
乳
前
期

用
配
合
飼
料
ウ
イ
ニ
ー
Ａ

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

同
左

日
本
農
産
工
業
株
式
会

社
塩
釜
工
場

塩
釜
市

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

20.3
カ
ネ
ト
イ
カ
ミ
ー
ル

養
魚
用
イ
カ
ミ
ー
ル

同
左

有
限
会
社
カ
ネ
ト
水
産

塩
釜
工
場

塩
釜
市

違
反
の
内
容

試
験

結
果

の
概

要
製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
の
名
称

収
去
場
所

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

そ
の
他

の
検
査

Ｍ
　
Ｅ

kcal/
　
　
㎏

Ｔ
Ｄ
Ｎ

　
　
％

ペ
プ
シ

ン
消
化

率
　
％

水
溶
性

窒
素
　
　
％

揮
発
性

塩
基
性

窒
素
％

粗
灰
分

　
　
％

粗
繊
維

　
　
％

り
　
ん

　
　
％

カ
ル
シ

ウ
ム
　
　
％

粗
脂
肪

　
　
％

粗
た
ん

白
質
　
　
％

無
8.52

1.30
1.26

1.50
9.65

37.28
20.3

ニ
ッ
ス
イ
配
合
飼
料
ギ

ン
ギ
ン
育
成
用
飼
料
Ｅ

Ｐ

同
左

日
本
水
産
女
川
油
飼
工

場牡
鹿
郡
女
川
町

無
7.66

0.78
1.30

2.39
24.75

35.63
20.3

メ
ル
シ
ャ
ン
印
ギ
ン
ザ

ケ
ソ
フ
ト
Ｅ
Ｐ

同
左

メ
ル
シ
ャ
ン
株
式
会
社

石
巻
工
場

石
巻
市

無
9.47

1.55
1.40

2.18
18.54

33.5
20.2

Ｊ
Ｐ
印
銀
鮭
育
成
用
配

合
飼
料
ぎ
ん
太
郎
カ

ラ
ー
10Ｐ

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
石
巻
総

合
支
所

石
巻
市

日
本
農
産
工
業
株
式
会

社
塩
釜
工
場

塩
釜
市

無
4.82

0.65
0.95

1.17
5.84

24.75
20.3

ノ
ー
サ
ン
印

子
豚
人
工
乳
前
期
用
配

合
飼
料
ウ
イ
ニ
ー
Ａ

同
左

日
本
農
産
工
業
株
式
会

社
塩
釜
工
場

塩
釜
市

（
注
）
　
飼
料
が
，
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を

付
け
て
い
る
。



�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
栗

原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
八
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

遠
田
郡
涌
谷
町
箟
岳
字
花
立
二
九
の
一
、
二
九
の
四
、
二
九
の
五

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
�
　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
涌

谷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
八
十
九
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
業
指
導
船
新

宮
城
丸
の
漁
獲
物
の
地
方
卸
売
市
場
気
仙
沼
魚
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十

年
五
月
十
二
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

宮
城
県
気
仙
沼
市
南
町
三
丁
目
三
番
七
号　

気
仙
沼
漁
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
五
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
業
指
導
船
新

宮
城
丸
の
漁
獲
物
の
女
川
町
地
方
卸
売
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
年
五
月

十
二
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
宮
ケ
崎
字
宮
ケ
崎
八
十
七
番　

株
式
会
社
女
川
魚
市
場

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
五
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
業
指
導
船
新

宮
城
丸
の
漁
獲
物
の
釧
路
市
漁
業
協
同
組
合
地
方
卸
売
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平

成
二
十
年
五
月
十
二
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

北
海
道
釧
路
市
浜
町
三
番
十
二
号　

釧
路
市
漁
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
年
五
月
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査

し
た
結
果
、
歌
津
町
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
三
号

　

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の

認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

起
業
者
の
名
称　

本
吉
町

二　

事
業
の
種
類　

本
吉
町
下
川
内
多
目
的
集
会
場
駐
車
場
整
備
事
業

三　

起
業
地

　

１　

収
用
の
部
分　

宮
城
県
本
吉
郡
本
吉
町
東
川
内
地
内

　

２　

使
用
の
部
分　

な
し

四　

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

　

１　

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

　

本
吉
町
下
川
内
多
目
的
集
会
場
駐
車
場
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
法
第
三
条
第
三
十

二
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
、
緑
地
、
広
場
、
運
動
場
、
墓
地
、
市
場
そ
の
他
公
共
の
用

に
供
す
る
施
設
」
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。

　

２　

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

　

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
本
吉
町
は
、
既
に
必
要
な
財
源
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充

分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

３　

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

　
　
�
　

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
に
つ
い
て

　

本
吉
町
で
は
長
期
総
合
計
画
「
新
世
紀
は
ま
な
す
プ
ラ
ン
」
を
行
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し
「
み
ど
り
豊
か

な
健
康
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
基
盤
と
し
て
住
民
自
治
組
織
で

あ
る
振
興
会
を
組
織
す
る
と
と
も
に
、
集
会
施
設
を
設
置
し
、
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
展
開
さ
れ
る

よ
う
条
件
整
備
、
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

振
興
会
は
町
内　

地
区
で
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
第　

行
政
区
振
興
会
が
利
用
す
る
下
川

40

25

内
多
目
的
集
会
場
は
、
昭
和　

年
に
建
築
さ
れ
て
以
来
、
主
に
地
区
内
の
会
合
、
研
修
会
、
各
種
文
化
活
動
な

58

ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
は
、
住
宅
が
散
在
し
て
い
る

た
め
、
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
は
車
で
来
場
し
て
い
る
が
、
駐
車
場
が
狭
い
た
め
路
上
に
駐
車
す
る
こ
と
も
あ
り

事
故
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
好
ま
し
い
状
況
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
新
た
に
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
路
上
駐
車
も
解
消
さ
れ
集
会
施
設
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
に
な
り
地
区
住

民
の
活
動
が
促
進
さ
れ
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大

き
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
�
　

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て

　

本
件
事
業
の
起
業
地
に
お
い
て
、
希
少
動
植
物
や
文
化
財
等
は
存
在
せ
ず
、
工
事
施
工
中
の
騒
音
に
つ
い
て

も
、
騒
音
規
制
法
に
定
め
る
規
制
基
準
を
遵
守
す
る
ほ
か
利
用
者
等
の
安
全
に
十
分
に
配
慮
し
た
工
事
施
工
を

実
施
す
る
こ
と
か
ら
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
�
　

代
替
案
に
つ
い
て

　

本
件
事
業
の
起
業
地
は
、
駐
車
場
と
い
う
こ
と
で
集
会
場
に
隣
接
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
利
用
者
の
利
便

性
や
周
辺
の
環
境
、
工
事
費
等
の
経
済
的
条
件
等
を
考
慮
し
て
選
定
さ
れ
た
二
候
補
地
の
比
較
検
討
を
経
て
決

定
さ
れ
て
お
り
、
合
理
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
�
　

比
較
衡
量

　
�
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と�
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業
の

施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に�
で
述
べ
た
と

お
り
本
件
事
業
の
起
業
地
は
代
替
案
と
比
較
し
て
合
理
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第

三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

４　

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

　
　
�
　

本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
に
つ
い
て

　

現
在
の
集
会
場
は
、
駐
車
場
が
充
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
た
め
利
用
者
は
不
便
を
き
た
し
路
上
駐
車
も
行

わ
れ
て
お
り
安
全
性
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
第　

行
政
区
振
興
会
か
ら
は
駐
車
場
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
強

25

く
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
�
　

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性
に
つ
い
て

　

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
施
設
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
恒
久
的
に
設
置
さ
れ
る
施
設
の
用
に
供
す
る
起
業
地
の
範
囲
に
と
ど

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

５　

結
論

　

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ

る
た
め
、
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五　

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所　

本
吉
町
役
場
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号
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道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

古
川
佐
沼
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
長
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

迫
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
五
・
四
号　

石
ノ
森
佐
沼
線
及
び
三
・
五
・
五
号　

中
江
塚
崎
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
六
号

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
百
九

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
中 

を

 

に
、

 

を

 

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取

扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
規
定
は
、
同
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
適
用
す
る
。

「

杜
せ
き
の
し

た
支
店

増
田
支
店

名
取
市
増
田
字
柳
田
五
百
九
十
番
地
（
七
街
区
四
画
地
）

名
取
市
増
田
二
丁
目
二
番
七
号

」

「

杜
せ
き
の
し

た
支
店

杜
せ
き
の
し

た
支
店
エ
ア

リ
出
張
所

増
田
支
店

名
取
市
増
田
字
柳
田
五
百
九
十
番
地
（
七
街
区
四
画
地
）

名
取
市
増
田
字
関
下
四
百
六
十
番
地
（
十
七
街
区
一
画
地
）

名
取
市
増
田
二
丁
目
二
番
七
号

」

「

増
田
支
店
仙

台
空
港
出
張

所増
田
支
店
エ

ア
リ
出
張
所

閖
上
支
店

名
取
市
下
増
田
字
南
原　

　
　
　
　
　
　
　
　

名
取
市
増
田
字
関
下
四
百
六
十
番
地
（
十
七
街
区
一
画
地
）

名
取
市
閖
上
二
丁
目
三
番
八
号

」

「

増
田
支
店
仙

台
空
港
出
張

所閖
上
支
店

名
取
市
下
増
田
字
南
原

名
取
市
閖
上
二
丁
目
三
番
八
号

」
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変　

更　

の　

区　

間

栗
原
市
瀬
峰
新
田
沢
五
四
番
一
地
先
か
ら

同
市
瀬
峰
新
田
沢
一
二
六
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

前
Ａ

　

Ａ
後　
　

Ｂ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
・
四
〜

 

二
九
・
五

一
〇
・
四
〜

 

二
九
・
五

　

八
・
二
〜

二
三
・
一

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

二
六
七
・
六

二
六
七
・
六

二
六
七
・
六

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。



〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
荒
川
堰
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

大　
　

平　
　

輝　
　

雄　
　
　

一　

就
任
し
た
者

二　

退
任
し
た
者

 

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

購
入
物
品
及
び
数
量　

Ａ
重
油
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
一
種
二
号
）　

七
十
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

　

２　

購
入
物
品
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

　

３　

納
入
期
限　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
九
日　

午
前
十
一
時

　

４　

納
入
場
所　

宮
城
県
気
仙
沼
市　

気
仙
沼
港
内　

「
宮
城
丸
」

　

５　

今
後
調
達
が
予
定
さ
れ
る
数
量
の
概
数
及
び
入
札
公
告
予
定
時
期　

二
百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル　

平
成
二
十
年
八
月

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
関
す
る
事
項
等

　
　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

２　

宮
城
県
に
お
け
る
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

３　

２
以
外
の
者
で
開
札
時
ま
で
に
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

４　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
し
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
し
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ

く
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
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就

任

年

月

日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
四
月
一
日

氏　
　
　

名

相　

原　

昌　

昭

和　

泉　

次　

郎

大　

場　

光　

彦

萩　

原　

俊　

二

菅　

原　

正　

彦

遠　

藤　

悦　

次

高　

橋　

信　

夫

小　

俣　

日
出
男

細　

川　

運　

一

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
新
町
五
十
一
番
地
一

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
欠
下
一
番
地
三

大
崎
市
三
本
木
坂
本
字
太
子
堂
十
二
番
地

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
萱
刈
場
六
十
一
番
地

大
崎
市
三
本
木
斉
田
字
屋
敷
三
十
九
番
地
一

加
美
郡
色
麻
町
一
の
関
字
原
屋
敷
一
番
地

大
崎
市
三
本
木
音
無
字
阿
弥
陀
二
十
四
番
地

三加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
東
原
六
十
一
番
地

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
柧
木
百
三
十
八
番
地

役
職
名

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

監　

事

監　

事

監　

事

退

任

年

月

日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

氏　
　
　

名

相　

原　

昌　

昭

和　

泉　

次　

郎

大　

場　

光　

彦

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
新
町
五
十
一
番
地
一

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
欠
下
一
番
地
三

大
崎
市
三
本
木
坂
本
字
太
子
堂
十
二
番
地

役
職
名

理　

事

理　

事

理　

事

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

萩　

原　

俊　

二

菅　

原　

正　

彦

松　

崎　

金　

夫

高　

橋　

信　

夫

小　

俣　

日
出
男

斉　

藤　

時　

夫

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
萱
刈
場
六
十
一
番
地

大
崎
市
三
本
木
斉
田
字
屋
敷
三
十
九
番
地
一

加
美
郡
色
麻
町
一
の
関
字
中
屋
敷
二
十
番
地

大
崎
市
三
本
木
音
無
字
阿
弥
陀
二
十
四
番
地

三加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
東
原
六
十
一
番
地

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
横
前
五
番
地
一

理　

事

理　

事

理　

事

監　

事

監　

事

監　

事



て
は
、
そ
の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
し
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
し
立
て
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

５　

公
告
の
日
か
ら
開
札
の
日
ま
で
宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け

て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

６　

当
該
物
品
と
ほ
ぼ
同
等
量
を
船
舶
に
数
回
以
上
納
入
し
た
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

三　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所
及
び
提
出
期
限

　

競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
で
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
当
県
所
定
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業

者
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宮
城
県
出
納
局
契
約
課
物
品
班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙

台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
二
）
平
成
二
十
年
六
月
十
二
日
午
後
五
時

ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

四　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

１　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
及
び
契
約
条
項
並
び
に
契
約
条
件
を
示
す
場
所
及
び
入
札
説
明
書
の
交
付
場

所
並
び
に
問
い
合
わ
せ
先

　
　

〒
九
八
〇－

八
四
二
三　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
調
整
班
（
担
当　

亀
山　

勉　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
二
一
）

２　

入
札
説
明
書
の
交
付
期
限　

　
　

平
成
二
十
年
六
月
十
二
日
午
後
五
時
ま
で
。

３　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
年
六
月
十
二
日
ま
で
に
必
要
書
類

を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
開
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
れ

に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

入
札
書
の
提
出
期
限
及
び
場
所
等

�
　

宮
城
県
物
品
等
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　

イ　

入
札
の
期
間　

平
成
二
十
年
六
月
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
平
成
二
十
年
六
月
十
九
日
午
後
五
時
ま
で

�
　

書
面
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合

イ　

提
出
期
限　

平
成
二
十
年
六
月
十
九
日
午
後
五
時
ま
で

ロ　

提
出
場
所　

１
に
同
じ
。

ハ　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、�
の
日
時
ま
で
に
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
（
封
筒
に
入
札
に
係
る
調
達
物
品
の
名

称
及
び
開
札
日
を
記
載
し
、
入
札
書
在
中
の
旨
を
朱
書
き
す
る
こ
と
。）
に
て
到
着
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
５
の
開
札
執
行
の
場
所
及
び
日
時
ま
で
と
す
る
。

５　

開
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所

　
　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日
午
前
十
時　

教
育
庁
会
議
室
（
宮
城
県
行
政
庁
舎
十
六
階
）

五　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

１　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者
及
び
四
の
３
の
審
査
に
よ
り
資
格
を
有
し
な
い
と
さ
れ
た
者

２　

当
該
調
達
案
件
に
係
る
入
札
説
明
書
の
原
本
の
交
付
を
受
け
な
い
者

六　

そ
の
他

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

２　

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
、
第
九
十

八
条
、
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
。

３　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

４　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る

消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た

金
額
。
以
下
同
じ
。）
を
加
え
た
金
額
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業

者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額

を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

５　

落
札
者
の
決
定
の
方
法　

本
公
告
に
示
し
た
業
務
を
履
行
で
き
る
と
知
事
が
判
断
し
た
入
札
者
で
あ
っ
て
、
予

定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
入
札
者
を
落
札
者
と
す
る
。

６　

最
低
価
格
の
入
札
者
以
外
の
者
を
落
札
者
と
す
る
こ
と
の
有
無　

無

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要

８　

申
請
書
等
の
作
成
に
関
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

９　

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
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概
要
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〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

Ａ
重
油
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
一
種
二
号
）
百
九
十
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課  
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
年
四
月
四
日

四　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
、
名
称
及
び
所
在
地　

株
式
会
社
カ
ネ
ダ
イ　

気
仙
沼
市
南
町
三
丁
目
五
番
四
号

五　

契
約
金
額　

一
千
六
百
四
十
三
万
五
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の

二
第
一
項
第
八
号
に
該
当 

監
査
委
員

（11）　 平成20年５月23日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1960号　　 
　
措
置
請
求
書
の
別
紙
１
～
６
－
７
に
記
載
し
た
石
巻
県
税
事
務
所
，
大
崎
県
税
事
務
所
，
石
巻
土
木
事
務
所
，

大
崎
土
木
事
務
所
，
石
巻
地
方
振
興
事
務
所
，
及
び
大
崎
地
方
振
興
事
務
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の

平
成
18年
度
に
お
け
る
下
記
旅
費
支
出
に
つ
い
て
は
，
違
法
又
は
不
当
な
公
金
の
支
出
で
あ
る
の
で
，
当
該
職
員

に
対
し
，
宮
城
県
が
当
該
職
員
に
対
し
て
な
し
た
下
記
支
出
額
の
返
還
を
求
め
る
な
ど
の
損
害
を
補
填
す
る
た
め

の
必
要
な
措
置
及
び
今
後
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
制
度
改
正
措
置
等
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

記

�
　
通
勤
手
段
が
，
Ｊ
Ｒ
等
の
公
共
交
通
機
関
の
職
員
に
つ
い
て
，
Ｊ
Ｒ
等
で
仙
台
市
へ
出
張
し
た
際
に
支
給
さ

れ
た
旅
費
（
交
通
費
・
日
当
）

�
　
通
勤
手
段
が
，
自
家
用
車
の
職
員
に
つ
い
て
，
自
家
用
車
で
仙
台
市
へ
出
張
し
た
際
に
支
給
さ
れ
た
旅
費

（
交
通
費
・
日
当
）

�
　
交
通
費
を
辞
退
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
た
日
当

　
２
　
請
求
の
原
因

�
　
宮
城
県
職
員
の
旅
費
支
給
規
定

イ
　
宮
城
県
職
員
が
出
張
す
る
場
合
，
旅
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
32年

宮
城
県
条
例
第
30号
。
以
下
「
旅
費
条
例
」
と
い
う
。）
第
３
条
第
１
項
）。
職
員
が
旅
行

す
る
場
合
，
旅
行
命
令
に
基
づ
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
（
旅
費
条
例
第
４
条
第
１
項
第
１
号
），
旅
費
は
所

定
の
請
求
手
続
に
従
っ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
旅
費
条
例
第
13条
）。

ロ
　
旅
費
に
つ
い
て
は
，
鉄
道
賃
，
車
賃
，
日
当
等
の
種
類
が
あ
り
（
旅
費
条
例
第
６
条
），
日
当
は
県
内
旅

行
の
場
合
一
日
あ
た
り
1,300円

（
全
行
程
を
自
家
用
車
を
利
用
し
て
移
動
す
る
場
合
は
650円

）
と
定
め
ら

れ
て
い
る
（
旅
費
条
例
第
20条
，
別
表
第
一
）。

ハ
　
な
お
，
旅
費
条
例
第
41条
第
１
項
は
，「
任
命
権
者
は
，
旅
行
者
が
公
用
の
交
通
機
関
，
宿
泊
施
設
等
を
利

用
し
て
旅
行
し
た
場
合
そ
の
他
当
該
旅
行
に
お
け
る
特
別
の
事
情
に
よ
り
，
又
は
当
該
旅
行
の
性
質
上
，
こ

の
条
例
の
規
定
に
よ
る
旅
費
を
支
給
し
た
場
合
に
は
，
不
当
に
旅
行
の
実
費
を
こ
え
た
旅
費
又
は
通
常
必
要

と
し
な
い
旅
費
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
，
そ
の
実
費
を
こ
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
の
旅

費
又
は
そ
の
必
要
と
し
な
い
部
分
の
旅
費
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
，
旅
費
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
不
当
又
は
通
常
必
要
と
し
な
い
旅
費
に
つ
い
て
は
支
給
し
な
い
旨
定
め
て
い
る
。

�
　
本
件
各
旅
費
の
支
給
状
況

　
各
地
方
事
務
所
に
お
け
る
平
成
18年
度
の
旅
費
二
重
取
り
（
通
勤
区
間
と
同
じ
区
間
の
出
張
の
場
合
に
，
通

勤
手
当
と
は
別
に
出
張
に
際
し
て
交
通
費
・
日
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ
　
石
巻
県
税
事
務
所

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
４
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
242条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
本
措
置
請
求
に
つ
い
て
，
同
条
第
４
項
の

規
定
に
基
づ
き
監
査
し
た
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
20年
５
月
23日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
畠
　
　
山
　
　
和
　
　
純
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
袋
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
谷
 地
 森
　
　
涼
　
　
子
　
　
　

第
１
　
請
求
の
あ
っ
た
日

　
　
　
平
成
20年
３
月
18日

第
２
　
請
求
人

　
　
　
仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
３
－
28

　
　
　
仙
台
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

　
　
　
　
代
　
表
　
　
十
　
河
　
　
　
弘

第
３
　
措
置
請
求
の
内
容

　
　
　
で
き
る
か
ぎ
り
措
置
請
求
書
の
原
文
に
即
し
て
記
載
す
る
。

　
１
　
請
求
の
趣
旨
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②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
30,328円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｃ
　
地
方
振
興
部

　
地
方
振
興
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
102,553円

で
あ
る
。

こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
5,940円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
96,613円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｄ
　
農
業
振
興
部

　
農
業
振
興
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
102,242円

で
あ
る
。

こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
０
円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
102,242円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｅ
　
農
業
農
村
整
備
部

　
農
業
農
村
整
備
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
428,223円

で
あ

る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
232,190円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
196,033円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｆ
　
林
業
振
興
部

　
林
業
振
興
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
76,519円

で
あ
る
。

こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
56,741円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
19,778円

　
と
な
る
。

　
　
　
ヘ
　
大
崎
地
方
振
興
事
務
所

　
　
　
　
ａ
　
大
崎
家
畜
保
健
衛
生
所

　
大
崎
家
畜
保
健
衛
生
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
156,366円

で
あ
る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
24,478円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
112,658円

　
　
　
　
　
③
　
日
当
の
み
（
交
通
費
辞
退
）　
金
19,230円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｂ
　
総
務
部

　
総
務
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
126,173円

で
あ
る
。
こ
れ

の
内
訳
は
，

　
石
巻
県
税
事
務
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
の
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
79,558円

で
あ

る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
49,230円

　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
30,328円

　
と
な
る
。

ロ
　
大
崎
県
税
事
務
所

　
大
崎
県
税
事
務
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
の
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
63,322円

で
あ

る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
21,722円

　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
０
円

　
　
　
　
③
　
日
当
の
み
（
交
通
費
辞
退
）　
金
41,600円

ハ
　
石
巻
土
木
事
務
所

　
石
巻
土
木
事
務
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
481,188円

で
あ

る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
50,270円

　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
430,918円

　
と
な
る
。

ニ
　
大
崎
土
木
事
務
所

　
大
崎
土
木
事
務
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
308,481円

で
あ

る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
15,655円

　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
215,154円

　
　
　
　
③
　
日
当
の
み
（
交
通
費
辞
退
）　
金
77,672円

　
と
な
る
。

ホ
　
石
巻
地
方
振
興
事
務
所

　
　
　
　
ａ
　
水
産
漁
港
部

　
水
産
漁
港
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
の
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
176,109円

で
あ

る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
72,810円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
103,299円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｂ
　
総
務
部

　
総
務
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
34,568円

で
あ
る
。
こ
れ

の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
4,240円



（13）　 平成20年５月23日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1960号　　 
　
　
　
　
　
③
　
日
当
の
み
（
交
通
費
辞
退
）　
金
68,900円

　
と
な
る
。

ト
　
前
記
各
地
方
事
務
所
の
旅
費
の
二
重
取
り
の
件
数
及
び
額
を
ま
と
め
る
と
，
合
計
1,416件

，
314万

275円

と
な
る
。
こ
れ
は
，
前
記
各
地
方
事
務
所
に
お
け
る
仙
台
市
へ
の
全
出
張
の
件
数
に
し
て
約
79.8％

，
額
に

し
て
約
86.7％

に
あ
た
る
。

　
　
�
　
本
件
各
旅
費
支
給
の
違
法
性
・
不
当
性

イ
　
通
勤
手
段
が
，
Ｊ
Ｒ
等
の
公
共
交
通
機
関
の
仙
台
市
在
住
職
員
に
つ
い
て
，
Ｊ
Ｒ
等
で
仙
台
市
へ
出
張
し

た
際
に
支
給
さ
れ
た
旅
費
（
交
通
費
）
の
違
法
性
・
不
当
性

　
　
当
該
職
員
の
出
張
形
態
は
，
①
居
住
地
か
ら
出
張
（
直
行
），
②
出
張
先
か
ら
帰
宅
（
直
帰
），
③
居
住
地

か
ら
出
張
し
そ
の
ま
ま
帰
宅
（
直
行
直
帰
）
の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　
　
し
か
し
，
当
該
職
員
は
，
仙
台
市
か
ら
各
勤
務
地
ま
で
の
通
勤
手
当
の
支
給
を
受
け
て
お
り
，
こ
れ
と
は

別
に
仙
台
市
ま
で
の
出
張
の
際
に
旅
費
を
支
給
す
る
こ
と
は
，
旅
費
の
二
重
支
給
で
あ
り
，
全
く
必
要
の
な

い
支
給
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
，旅
費
条
例
第
41条
第
１
項
を
適
用
せ
ず
に
旅
費
を
支
給
す
る
こ
と
は
，

明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
と
と
も
に
，
任
命
権
者
の
裁
量
権
濫
用
・
逸
脱
も
明
白
で
あ
る
。

　
　
従
っ
て
，
本
件
旅
費
支
給
は
，
違
法
（
裁
量
権
濫
用
・
逸
脱
）
又
は
不
当
な
公
金
支
出
で
あ
る
。

ロ
　
通
勤
手
段
が
，
自
家
用
車
の
仙
台
市
在
住
職
員
に
つ
い
て
，
自
家
用
車
で
仙
台
市
へ
出
張
し
た
際
に
支
給

さ
れ
た
旅
費
（
交
通
費
）
の
違
法
性
・
不
当
性

　
　
当
該
職
員
の
出
張
形
態
も
，
①
居
住
地
か
ら
出
張
（
直
行
），
②
出
張
先
か
ら
帰
宅
（
直
帰
），
③
居
住
地

か
ら
出
張
し
そ
の
ま
ま
帰
宅
（
直
行
直
帰
）
の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　
　
こ
の
出
張
に
つ
い
て
も
，
前
記
イ
同
様
，
旅
費
支
給
し
た
こ
と
は
，
違
法
（
裁
量
権
濫
用
・
逸
脱
）
又
は

不
当
な
公
金
支
出
で
あ
る
。

ハ
　
日
当
支
給
の
違
法
性
・
不
当
性

　
　
前
記
イ
・
ロ
の
場
合
，
公
用
車
を
一
部
利
用
し
て
い
る
場
合
，
及
び
当
該
職
員
が
交
通
費
支
給
を
辞
退
し

て
い
る
場
合
に
お
い
て
，
い
ず
れ
も
日
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　
　
し
か
し
，
前
記
各
出
張
（
旅
行
）
は
，
い
ず
れ
も
通
勤
手
段
と
同
じ
交
通
手
段
で
あ
り
，
し
か
も
，
出
勤

又
は
帰
宅
途
上
に
出
張
先
に
立
ち
寄
る
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
出
張
先
で
の
滞
在
時
間
も
，
出
張
目

的
の
多
く
が
「
事
務
打
合
せ
」
や
「
会
議
」，「
用
務
」
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
，
ほ
と
ん
ど
が
数
十
分
か

ら
数
時
間
程
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
，
そ
も
そ
も
出
張
自
体
が
当
該
職
員
の
業
務
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
，
そ
の
よ
う
な
出
張
に
日
当
を
支
給
す
る
こ
と
自
体
の
合
理
性
も
疑
わ
し
い
。

　
　
従
っ
て
，
前
記
各
出
張
に
日
当
を
支
給
す
る
必
要
性
・
合
理
性
は
乏
し
く
，
そ
の
よ
う
な
出
張
に
対
し
て

旅
費
条
例
第
41条

第
１
項
を
適
用
せ
ず
に
日
当
を
支
給
す
る
こ
と
は
，
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
と
と
も
に
，

任
命
権
者
の
裁
量
権
濫
用
・
逸
脱
も
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
27,890円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
69,683円

　
　
　
　
　
③
　
日
当
の
み
（
交
通
費
辞
退
）　
金
28,600円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｃ
　
地
方
振
興
部

　
地
方
振
興
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
102,377円

で
あ
る
。

こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
45,007円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
5,370円

　
　
　
　
　
③
　
日
当
の
み
（
交
通
費
辞
退
）　
金
52,000円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｄ
　
農
業
振
興
部

　
農
業
振
興
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
204,734円

で
あ
る
。

こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
93,236円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
59,498円

　
　
　
　
　
③
　
日
当
の
み
（
交
通
費
辞
退
）　
金
52,000円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｅ
　
農
業
農
村
整
備
部

　
農
業
農
村
整
備
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
563,872円

で
あ

る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
273,875円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
97,153円

　
　
　
　
　
③
　
日
当
の
み
（
交
通
費
辞
退
）　
金
192,844円

　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｆ
　
美
里
農
業
改
良
普
及
所

　
美
里
農
業
改
良
普
及
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
21,480円

で
あ
る
。
こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
21,480円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
０
円
　
と
な
る
。

　
　
　
　
ｇ
　
林
業
振
興
部

　
林
業
振
興
部
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
の
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
状
況
は
，
合
計
112,510円

で
あ
る
。

こ
れ
の
内
訳
は
，

　
　
　
　
　
①
　
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
43,610円

　
　
　
　
　
②
　
自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
の
旅
費
二
重
取
り
額
　
金
０
円
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る
と
，
146件

の
旅
行
に
つ
い
て
は
，
旅
費
の
支
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
請
求
が
な
さ
れ
て
お
り
適
法
な

請
求
と
認
め
ら
れ
る
の
で
こ
れ
を
受
理
す
る
。
残
り
1,270件

の
旅
行
に
つ
い
て
は
，
旅
費
の
支
出
が
あ
っ
た
日
か

ら
１
年
を
経
過
し
た
後
に
請
求
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ
に
つ
い
て
適
法
な
請
求
と
認
め
ら
れ
る
か
，

同
項
た
だ
し
書
き
に
い
う
「
正
当
な
理
由
」
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
請
求
人
は
，「
県
職
員
旅
費
二
重
取
り
問
題
は
，
2007年

11月
14日

に
河
北
新
報
で
青
森
県
職
員
の
出
張
旅
費

【
二
重
取
り
】
と
し
て
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
，
2007年

12月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
・
東
北
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
例
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
て
，
同
月
３
日
に
本
件
で
対
象
と
し
て
い
る
地

方
事
務
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
職
員
の
出
張
旅
費
に
つ
い
て
情
報
公
開
請
求
を
行
っ
た
。
そ
し
て
開
示
さ
れ

た
4,000枚

以
上
に
及
ぶ
大
量
の
資
料
を
分
析
し
た
上
で
，
住
民
監
査
請
求
を
行
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
」
と
は
，「
当
該
行
為
が
き
わ
め
て
秘
密
裡
に
行
わ
れ
，
一
年
を
経
過

し
た
後
は
じ
め
て
明
る
み
に
出
た
よ
う
な
場
合
，
あ
る
い
は
天
災
地
変
等
に
よ
る
交
通
と
絶
に
よ
り
請
求
期
間
を

徒
過
し
た
場
合
な
ど
の
よ
う
に
，
当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
も
の
に
つ
い

て
，
特
に
請
求
を
認
め
る
だ
け
の
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
を
指
す
と
さ
れ
，
正
当
な
理
由
の
有
無
は
，
住
民
が

相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
し
た
時
，
客
観
的
に
み
て
当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
，
ま
た
，

当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
と
き
か
ら
相
当
の
期
間
内
に
監
査
請
求
を
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。（
最
高
裁
昭
和
63年
４
月
22日
判
決
，
最
高
裁
平
成
14年
９
月
12日
判
決
）」
と
さ

れ
て
い
る
。

　
本
件
監
査
請
求
に
つ
い
て
見
る
と
，
ま
ず
，
職
員
の
通
勤
手
当
及
び
旅
費
の
支
出
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
，

個
人
情
報
を
除
き
，
住
民
は
い
つ
で
も
開
示
請
求
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
当
該
行
為
が
秘
密
裡
に
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
次
に
，
住
民
が
相
当
の
注
意
力
を
も
っ
て
調
査
し
た
と
き
，
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
，
旅

費
条
例
等
の
規
程
は
常
に
公
開
さ
れ
て
お
り
，
制
度
に
つ
い
て
は
知
り
得
る
状
態
に
あ
る
も
の
の
，
通
勤
手
当
と

旅
費
と
い
う
別
々
の
制
度
を
詳
細
に
理
解
し
な
い
と
判
断
で
き
な
い
内
容
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
，
当
該
行

為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
さ
れ
る
と
き
か
ら
相
当
の
期
間
内
に
監
査
請
求
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　
請
求
人
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
，2007年

11月
14日
に
青
森
県
職
員
の
旅
費
二
重
取
り
問
題
が
新
聞
報
道
さ
れ
，

翌
15日
に
は
「
宮
城
県
も
支
給
か
」
と
の
見
出
し
で
，
青
森
県
と
同
様
に
出
張
旅
費
の
「
二
重
取
り
」
が
あ
っ
た

可
能
性
が
強
い
旨
の
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
こ
の
時
期
が
当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
と
解
さ
れ
，
こ
の
と
き
か
ら
本
件
監
査
請
求
が
な
さ
れ
る
ま
で
に
４
ヶ
月
以
上
の
期
間
を
要
し
て
い
る
。

　
ま
た
，
本
件
住
民
監
査
請
求
に
お
い
て
個
別
具
体
的
に
摘
示
す
る
た
め
に
必
要
な
６
つ
の
地
方
事
務
所
の
旅
費

の
支
出
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
，
大
崎
及
び
石
巻
の
地
方
振
興
事
務
所
と
土
木
事
務
所
が
平
成
19年
12月
４

　
よ
っ
て
，
本
件
日
当
支
給
は
，
違
法
（
裁
量
権
濫
用
・
逸
脱
）
又
は
不
当
な
公
金
支
出
で
あ
る
。

ニ
　
旅
費
二
重
取
り
に
対
す
る
一
般
市
民
の
認
識

ａ
　
2007年

12月
９
日
付
け
河
北
新
報
朝
刊
に
は
，
本
件
と
同
様
の
県
職
員
旅
費
二
重
取
り
問
題
が
発
覚
し

た
青
森
県
の
県
民
か
ら
県
職
員
に
対
す
る
不
信
感
と
批
判
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
，
青
森
県
庁
内
で

も
市
民
感
覚
と
か
け
離
れ
た
支
給
に
違
和
感
を
覚
え
る
職
員
も
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（
事
実
証

明
書
１
）

ｂ
　
浅
野
史
郎
・
前
宮
城
県
知
事
も
，
旅
費
二
重
取
り
問
題
に
つ
い
て
，「
民
間
企
業
か
ら
見
た
ら
，
ち
ょ
っ

と
常
識
か
ら
外
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
事
実
証
明
書
２
）

ｃ
　
か
か
る
認
識
や
，
旅
費
二
重
取
り
問
題
が
発
覚
し
た
宮
城
県
を
含
む
東
北
各
県
に
お
い
て
，
旅
費
支
給

の
基
準
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
事
実
に
鑑
み
れ
ば
，
本
件
旅
費
二
重
支
給
が
不
当
な
公
金
支
出
で
あ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
，
ま
た
，
不
当
な
旅
費
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
旅
費
条
例
第
41条
第
１
項
を

適
用
し
な
か
っ
た
任
命
権
者
の
裁
量
権
濫
用
・
逸
脱
も
認
め
ら
れ
る
。

　
　
従
っ
て
，
一
般
市
民
の
認
識
の
観
点
か
ら
見
て
も
，
本
件
旅
費
支
給
は
違
法
又
は
不
当
な
公
金
支
出
で

あ
る
。

�
　
以
上
の
と
お
り
，
県
職
員
に
対
す
る
旅
費
の
二
重
支
給
は
違
法
又
は
不
当
な
公
金
支
出
に
あ
た
る
。

　
　
県
職
員
旅
費
二
重
取
り
問
題
は
，
2007年

11月
14日
に
河
北
新
報
で
青
森
県
職
員
の
出
張
旅
費
「
二
重
取
り
」

と
し
て
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
請
求
人
は
，
こ
の
報
道
に
接
し
，
2007年

12月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
北
海
道
・
東
北
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
例
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
て
，
同
月
３
日
に
本

件
で
対
象
と
し
て
い
る
地
方
事
務
所
に
勤
務
す
る
仙
台
市
在
住
職
員
の
出
張
旅
費
に
つ
い
て
情
報
公
開
請
求
を

行
っ
た
。
そ
し
て
開
示
さ
れ
た
4,000枚

以
上
に
及
ぶ
大
量
の
資
料
を
分
析
し
た
上
で
，
違
法
又
は
不
当
な
公
金

支
出
で
あ
る
と
し
た
旅
費
支
給
に
つ
い
て
，
本
件
住
民
監
査
請
求
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
従
っ
て
，
違
法
又
は
不
当
な
公
金
支
出
が
な
さ
れ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
分
に
つ
い
て
も
，
地
方
自
治

法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
242条

第
２
項
た
だ
し
書
き
の
「
正
当
な
理
由
」
が

存
し
，
本
件
監
査
請
求
は
適
法
で
あ
る
。

第
４
　
請
求
の
受
理

　
請
求
人
は
，「
平
成
18年

度
に
６
地
方
事
務
所
が
職
員
に
支
給
し
た
1,416件

の
旅
費
は
，
違
法
又
は
不
当
な
公

金
支
出
で
あ
る
。」
と
し
た
上
で
，「
違
法
又
は
不
当
な
公
金
支
出
が
な
さ
れ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
分
に
つ

い
て
も
，
法
第
242条

第
２
項
た
だ
し
書
き
の
正
当
な
理
由
が
存
し
適
法
な
請
求
で
あ
る
。」
と
し
て
監
査
及
び
措

置
を
請
求
し
て
い
る
。

　
本
件
監
査
請
求
は
，
公
金
の
支
出
に
係
る
監
査
請
求
と
認
め
ら
れ
る
。
公
金
の
支
出
に
係
る
監
査
請
求
に
つ
い

て
は
，
法
第
242条

第
２
項
の
期
間
制
限
の
適
用
が
あ
る
。
個
別
に
摘
示
の
あ
っ
た
1,416件

の
旅
行
に
つ
い
て
見
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第
６
　
監
査
の
結
果

　
１
　
事
実
関
係
の
確
認

　
　
　
書
類
調
査
に
よ
り
，
次
の
こ
と
を
確
認
し
た
。

�
　
旅
費
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

　
　
監
査
対
象
旅
行
に
係
る
旅
費
に
つ
い
て
，
別
表
第
２
の
と
お
り
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

�
　
通
勤
手
当
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

　
　
監
査
対
象
旅
行
に
係
る
旅
費
を
受
給
し
た
職
員
に
つ
い
て
，
当
該
旅
行
し
た
日
の
属
す
る
月
の
通
勤
手
当
を

受
給
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

�
　
旅
行
命
令
の
記
載
状
況
に
つ
い
て

　
　
事
実
証
明
書
３
で
指
摘
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
監
査
対
象
旅
行
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
，
旅
行
命
令
時
の
旅

行
内
容
欄
に
つ
い
て
は
，
事
務
所
独
自
で
定
型
化
し
て
入
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
，
事
務
打
合
せ
，
事
務

連
絡
，
会
議
出
席
，
普
及
用
務
，
ほ
場
整
備
事
業
用
務
，
畜
産
振
興
用
務
と
し
か
表
記
さ
れ
て
お
ら
ず
，
旅
費

の
支
出
関
係
書
類
だ
け
で
は
，
旅
行
内
容
や
目
的
が
具
体
的
に
分
か
ら
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。

　
２
　
監
査
対
象
箇
所
か
ら
の
聴
き
取
り

　
　
　
事
実
確
認
を
踏
ま
え
て
，
監
査
対
象
箇
所
に
対
し
て
聴
き
取
り
を
行
っ
た
結
果
，
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
　
石
巻
県
税
事
務
所

イ
　
通
勤
手
当
の
認
定
区
間
と
旅
行
経
路
の
重
複
す
る
区
間
の
旅
費
に
つ
い
て
，
平
成
18年
度
は
，
職
員
が
電

車
賃
等
を
辞
退
す
る
と
い
う
事
例
は
な
か
っ
た
。

ロ
　
旅
費
と
通
勤
手
当
は
支
給
根
拠
が
別
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
通
勤
手
当
の
認
定
区
間
と
旅
行
経
路
の
重
複
す

る
区
間
に
つ
い
て
，
旅
費
を
支
給
す
る
こ
と
に
特
に
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
。

ハ
　
大
崎
の
事
務
所
の
通
勤
手
当
と
旅
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
情
報
は
な
く
，
電
車
賃
を
辞
退
す
る
と
い
う

取
扱
い
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。

ニ
　
平
成
19年
３
月
と
同
年
12月
の
人
事
課
長
通
知
が
出
さ
れ
た
後
，
入
力
の
手
間
と
調
整
部
分
の
チ
ェ
ッ
ク

に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
た
め
，
事
務
処
理
時
間
は
以
前
に
比
べ
２
～
３
倍
く
ら
い
に
な
っ
た
。

ホ
　
カ
ラ
出
張
及
び
不
必
要
な
旅
行
は
，
全
く
な
い
。

へ
　
復
命
書
に
つ
い
て
は
，
会
議
等
の
場
合
は
必
ず
作
成
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
人
事
関
係
等
機
密
を
要

す
る
も
の
や
事
務
連
絡
等
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
，
口
頭
復
命
の
場
合
も
あ
る
。

ト
　
日
当
に
つ
い
て
は
，旅
行
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
の
手
当
と
し
て
妥
当
性
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

�
　
大
崎
県
税
事
務
所

イ
　
仙
台
市
内
に
居
住
し
新
幹
線
通
勤
を
し
て
い
る
職
員
が
，
仙
台
市
内
に
旅
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
，
職

員
か
ら
定
期
乗
車
券
を
利
用
す
る
た
め
電
車
賃
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
問
題
提
起
を
受
け
，
大
崎
合
同
庁
舎

日
，
大
崎
及
び
石
巻
の
県
税
事
務
所
が
平
成
19年
12月
18日
に
請
求
人
に
対
し
て
情
報
開
示
が
な
さ
れ
て
お
り
，

こ
の
時
点
か
ら
起
算
し
て
も
，
本
件
監
査
請
求
が
な
さ
れ
る
ま
で
に
３
ヶ
月
以
上
の
期
間
を
要
し
て
い
る
。

　
前
記
最
高
裁
判
例
等
か
ら
，
相
当
な
期
間
は
２
ヶ
月
程
度
と
判
断
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
今
回
の
監
査
請
求

は
，
当
該
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
か
ら
相
当
な
期
間
内
に
な
さ
れ
た
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
本
件
監
査
請
求
で
個
別
に
摘
示
の
あ
っ
た
1,416件

の
旅
行
の
う
ち
，
当
該
旅
行
に
係
る
旅

費
の
支
出
が
平
成
19年
３
月
18日
よ
り
前
の
旅
行
1,270件

（
別
表
第
１
）
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
，
公
金
の
支

出
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
て
お
り
，
か
つ
，
正
当
な
理
由
も
認
め
ら
れ
な
い
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
か

ら
，
こ
れ
を
却
下
す
る
。

第
５
　
監
査
の
実
施

　
１
　
監
査
の
対
象
事
項

　
個
別
に
摘
示
の
あ
っ
た
旅
行
の
う
ち
，
別
表
第
２
の
146件

の
旅
行
（
以
下
「
監
査
対
象
旅
行
」
と
い
う
。）
に

係
る
旅
費
の
支
出
及
び
当
該
旅
費
を
受
給
し
た
職
員
へ
の
通
勤
手
当
の
支
出
と
し
た
。

　
２
　
監
査
対
象
箇
所

　
総
務
部
人
事
課
並
び
に
大
崎
県
税
事
務
所
，
石
巻
県
税
事
務
所
，
大
崎
地
方
振
興
事
務
所
，
石
巻
地
方
振
興
事

務
所
，
大
崎
土
木
事
務
所
及
び
石
巻
土
木
事
務
所
を
監
査
対
象
箇
所
と
し
た
。

　
３
　
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

　
法
第
242条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
20年

４
月
11日

に
実
施
し
た
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳

述
に
お
い
て
，
証
拠
（
事
実
証
明
書
３
）
の
追
加
提
出
が
あ
り
，
措
置
請
求
書
を
補
足
す
る
陳
述
が
行
わ
れ
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
　
栃
木
県
や
山
形
県
で
は
，
県
内
出
張
に
お
け
る
日
当
を
廃
止
し
旅
行
雑
費
の
み
の
支
給
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
，
両
県
で
は
，
日
当
の
必
要
性
や
妥
当
性
が
も
は
や
認
め
ら
れ
ず
，
そ
の
支
給
は
違
法
又
は
不
当
で

あ
る
と
判
断
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

�
　
公
金
支
出
に
対
す
る
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
，
制
度
改
善
は
旅
費
条
例
の
改
正
に
よ

り
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

�
　
住
民
監
査
請
求
に
あ
た
り
，
相
当
多
数
の
旅
行
に
つ
い
て
見
た
が
，
出
張
の
目
的
や
内
容
が
不
明
な
も
の
が

多
い
。
復
命
書
が
な
い
も
の
，
〇
〇
用
務
や
事
務
連
絡
と
い
う
表
記
で
内
容
が
わ
か
ら
な
い
も
の
，
こ
ん
な
用

務
で
出
張
が
必
要
な
の
か
疑
わ
し
い
も
の
が
，
仙
台
に
限
っ
た
旅
行
で
も
２
割
に
及
ん
で
い
る
（
事
実
証
明
書

３
）。

�
　
今
回
の
請
求
内
容
に
は
，
支
出
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
，
そ
の
理
由
は
，
4,000枚

近
く
の
大
量
な
資
料
を
手
分
け
し
て
分
析
し
，
問
題
の
あ
る
も
の
を
抽
出
し
違
法
又
は
不
当
な
支
出
を
特
定
し

た
た
め
で
あ
る
。
注
意
力
を
持
つ
市
民
が
出
来
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
特
定
し
た
こ
と
を
理
解
願
い
た
い
。
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底
と
い
う
指
示
も
あ
り
，
会
議
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
，
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
復
命
書
を
作
成
し
て
い
る
。

指
摘
の
あ
っ
た
12件
の
復
命
書
の
な
い
旅
行
に
つ
い
て
は
，
人
事
担
当
職
員
の
旅
行
で
，
記
録
で
き
な
い
内

容
の
た
め
で
あ
る
。

�
　
大
崎
土
木
事
務
所

イ
　
仙
台
市
内
に
居
住
し
新
幹
線
通
勤
を
し
て
い
る
職
員
が
，
仙
台
市
内
に
旅
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
，
平

成
10年
頃
か
ら
，
職
員
か
ら
交
通
費
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
，
日
当
の
み
の
支
給
と
す
る
取
扱
い
を

し
て
い
た
。
所
内
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
実
施
し
た
の
は
，
平
成
17年
４
月
か
ら
で
あ
り
，
辞
退
の
申
し
出

は
，
全
て
職
員
の
自
主
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ロ
　
辞
退
の
取
扱
い
を
実
施
す
る
に
当
た
り
，
人
事
課
へ
は
特
に
相
談
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ハ
　
辞
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
，
仙
台
か
ら
通
勤
す
る
職
員
は
，
仙
台
～
古
川
間
の
新
幹
線
定
期
乗
車

券
が
あ
り
，
仙
台
へ
の
出
張
の
際
に
は
実
費
が
生
じ
な
い
た
め
，
予
算
の
節
減
な
ど
も
含
め
，
辞
退
を
申
し

出
た
よ
う
で
あ
る
。

ニ
　
平
成
19年
３
月
と
同
年
12月
の
人
事
課
長
通
知
後
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
，
煩
雑
さ
は
出
て
い
る
が
，

旅
費
担
当
職
員
が
職
員
ご
と
の
表
を
作
っ
て
対
応
し
て
お
り
，
そ
れ
程
の
煩
雑
さ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

ホ
　
復
命
書
に
つ
い
て
は
，
軽
微
な
内
容
の
場
合
，
口
頭
に
よ
る
復
命
も
あ
る
。
内
容
に
よ
っ
て
は
，
復
命
書

に
書
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
，
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

ヘ
　
カ
ラ
出
張
及
び
不
必
要
な
旅
行
は
，
全
く
な
い
。

ト
　
日
当
に
つ
い
て
は
，
県
庁
旅
行
だ
け
を
例
に
と
る
と
1,300円

は
高
い
と
思
う
。
額
に
つ
い
て
是
正
し
た
方

が
よ
い
と
思
う
。

�
　
石
巻
地
方
振
興
事
務
所

イ
　
通
勤
手
当
の
認
定
区
間
と
旅
行
経
路
の
重
複
す
る
区
間
の
鉄
道
賃
の
辞
退
に
つ
い
て
は
，
平
成
18年
度
に

１
人
だ
け
あ
っ
た
。
当
時
人
事
課
か
ら
の
指
導
も
あ
り
，
通
勤
手
当
は
給
与
の
一
部
で
あ
り
，
費
用
弁
償
で

あ
る
旅
費
と
は
別
々
の
も
の
と
考
え
て
い
た
。

ロ
　
石
巻
で
辞
退
の
取
扱
い
が
広
が
ら
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
，
推
測
で
あ
る
が
，
大
崎
の
場
合
は
，
新

幹
線
通
勤
と
い
う
こ
と
で
金
額
が
大
き
い
た
め
，
受
給
す
る
職
員
が
違
和
感
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
職
員
個
々
人
の
辞
退
と
か
事
務
所
内
の
取
扱
い
の
問
題
で
は
な
く
，
制
度
を
改
め
る
べ
き
問
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

ハ
　
青
森
県
の
問
題
が
報
道
さ
れ
た
後
，
自
家
用
車
通
勤
者
の
調
整
に
つ
い
て
主
管
課
を
通
じ
て
問
題
を
提
起

し
た
が
，
い
ろ
い
ろ
難
し
い
調
整
が
あ
り
，
人
事
課
で
検
討
中
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
，
通
知
が
出
る
ま
で

待
っ
て
い
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

ニ
　
二
重
取
り
と
い
う
言
わ
れ
方
に
つ
い
て
は
，
抵
抗
が
あ
る
。
県
民
に
は
詭
弁
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

内
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
，
保
健
福
祉
事
務
所
及
び
土
木
事
務
所
で
は
，
既
に
交
通
費
辞
退
の
取
扱
い
を
実
施

し
て
い
た
。
当
事
務
所
で
も
平
成
18年
５
月
１
日
か
ら
所
内
足
並
み
を
そ
ろ
え
，
交
通
費
に
つ
い
て
職
員
か

ら
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
，
日
当
の
み
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

ロ
　
辞
退
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
，
他
の
事
務
所
が
既
に
実
施
し
て
い
た
の
で
，
特
に
人
事
課
等
に
相
談
は

し
な
か
っ
た
。

ハ
　
平
成
19年
３
月
と
同
年
12月
の
人
事
課
長
通
知
が
出
さ
れ
た
後
の
事
務
処
理
状
況
に
つ
い
て
は
，
自
家
用

車
通
勤
者
の
調
整
が
煩
わ
し
い
。
今
年
４
月
か
ら
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
た
が
，
自
家
用
車
通
勤
者
の

調
整
に
手
処
理
部
分
が
あ
る
た
め
，
最
大
で
１
件
当
た
り
30分
の
入
力
時
間
を
要
し
て
い
る
。

ニ
　
カ
ラ
出
張
及
び
不
必
要
な
旅
行
は
，
全
く
な
い
。

ホ
　
出
張
の
際
の
復
命
書
に
つ
い
て
は
，
書
類
提
出
等
簡
易
な
も
の
は
，
作
成
し
て
い
な
い
。
会
議
等
に
つ
い

て
は
全
て
作
成
し
て
い
る
。

ヘ
　
日
当
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
ま
で
支
給
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
。
た
だ
し
，
県
内
出
張
に
つ
い
て
見
直

し
が
必
要
と
思
う
が
，
東
京
出
張
に
つ
い
て
は
当
然
必
要
と
思
う
。

�
　
石
巻
土
木
事
務
所

イ
　
通
勤
手
当
の
認
定
区
間
と
旅
行
経
路
の
重
複
す
る
区
間
の
旅
費
に
つ
い
て
，
平
成
18年
度
は
，
職
員
が
電

車
賃
等
を
辞
退
す
る
と
い
う
事
例
は
な
か
っ
た
。

ロ
　
通
勤
定
期
乗
車
券
を
利
用
し
た
旅
行
で
電
車
賃
の
辞
退
が
大
崎
合
同
庁
舎
内
の
事
務
所
で
一
般
化
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
，
当
事
務
所
で
は
，
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
，
一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
旅
費
と
通
勤

手
当
は
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
た
。
交
通
費
の
辞
退
と
い
う
取
扱
い
が
あ
る
こ
と
自
体

知
ら
な
か
っ
た
が
，辞
退
す
る
者
と
し
な
い
者
が
混
在
す
る
こ
と
は
，自
然
で
は
な
い
と
思
う
。
制
度
を
し
っ

か
り
整
理
す
べ
き
問
題
だ
と
思
う
。

ハ
　
平
成
19年
３
月
と
同
年
12月
の
人
事
課
長
通
知
後
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
，
通
知
の
と
お
り
取
り
扱
っ

て
い
る
。
旅
費
事
務
担
当
者
の
手
間
は
，
以
前
の
３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
４
月
か
ら
新
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
て
い
る
が
，
当
所
は
職
員
数
が
多
く
基
礎
デ
ー
タ
の
入
力
が
追
い
つ
か
な
い
た
め
，
発
生
源
入

力
（
旅
行
す
る
職
員
が
自
分
で
入
力
す
る
こ
と
。）
は
５
月
以
降
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

ニ
　
日
当
に
つ
い
て
は
，
旅
行
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
，
個
々
に
算
定
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
，
定
額

で
支
給
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
。
た
だ
し
，
現
在
，
県
庁
の
み
へ
の
旅
行
は
，
日
当
が
出
な
く
な
っ

た
が
そ
れ
も
自
然
か
な
と
思
う
。

ホ
　
カ
ラ
出
張
は
，
全
く
な
い
。

ヘ
　
復
命
書
に
つ
い
て
は
，
ど
こ
ま
で
詳
し
く
書
く
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
，
指
摘
さ
れ
れ
ば
，
も
う
少
し

詳
し
く
書
く
必
要
が
あ
る
か
と
も
思
う
。
前
所
長
か
ら
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）
の
徹
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は
別
と
考
え
，
減
額
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
，
職
員
か
ら
の
辞
退
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

ホ
　
平
成
19年
３
月
と
同
年
12月
の
人
事
課
長
通
知
後
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
，
定
期
乗
車
券
使
用
の
場
合

の
調
整
は
煩
雑
で
な
い
が
，
今
年
１
月
か
ら
の
自
家
用
車
使
用
の
場
合
の
調
整
は
煩
雑
で
，
も
っ
と
調
整
が

簡
素
化
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
今
年
４
月
か
ら
の
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
，
２
点
問
題
が
あ
る
。
１
点
目
は
調
整
を
シ
ス
テ
ム
が
自
動

で
し
て
く
れ
な
い
た
め
面
倒
で
あ
る
こ
と
と
，
２
点
目
は
手
処
理
部
分
も
あ
り
，
人
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
慣
れ
て
く
れ
ば
，
あ
る
程
度
落
ち
着
く
も
の
と
思
う
が
，
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
大
変

で
あ
る
。

へ
　
カ
ラ
出
張
及
び
不
要
不
急
な
出
張
は
無
い
。
そ
ん
な
予
算
も
な
い
。

ト
　
復
命
書
に
つ
い
て
は
，
案
件
に
よ
っ
て
口
頭
復
命
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
復
命
書
の
な
い
も
の
は
約
３
割

で
あ
る
。
復
命
書
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
無
く
，
細
か
く
書
く
必
要
も
な
い
，
簡
単
で
意
味
が
通
じ
れ
ば
良

い
。
人
事
案
件
用
務
に
つ
い
て
は
復
命
書
を
作
成
し
て
い
な
い
。

�
　
総
務
部
人
事
課

イ
　
旅
費
制
度
に
つ
い
て

　
旅
費
の
性
格
は
，
旅
行
の
事
実
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
実
費
弁
償
と
さ
れ
，
旅
行
の
た
め
の
一
切
の
費
用

を
弁
償
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
旅
費
の
支
給
方
法
は
，
旅
費
の
実
費
弁
償
と
い
う
建
前
か
ら
す
れ
ば
，
証
拠
資
料
に
基
づ
い
て
一
切
の
費

用
を
弁
償
す
る
証
拠
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
，
そ
の
た
め
に
は
証
拠
書
類
の
授
受
を
安
易
に

行
い
得
る
社
会
の
仕
組
み
が
必
要
と
さ
れ
，
そ
の
建
前
が
満
た
さ
れ
な
い
中
で
証
拠
方
式
を
採
る
こ
と
は
，

い
た
ず
ら
に
旅
行
者
や
旅
費
支
給
担
当
者
の
業
務
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
経
費
の
非
効
率
を
生
じ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　
　
よ
っ
て
，
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
25年

法
律
第
114号

。
以
下
「
旅
費
法
」
と
い

う
。）
を
は
じ
め
と
し
て
，
標
準
的
な
実
費
額
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
，
業
務
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
，
人

件
費
を
含
む
経
費
の
節
減
が
利
点
と
さ
れ
る
定
額
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
旅
費
の
主
な
種
類
と
し
て
は
，
鉄
道
賃
，
車
賃
，
日
当
等
が
あ
る
。

　
　
　
鉄
道
賃
…
鉄
道
料
金

　
　
　
車
　
賃
…
自
動
車
等
の
陸
路
に
係
る
経
費

　
　
　
日
　
当
…
地
域
内
の
移
動
に
要
す
る
経
費

ロ
　
通
勤
手
当
に
つ
い
て

　
　
通
勤
手
当
は
，
通
勤
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
趣
旨
の
手
当
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
，
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
，
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
自
己
負
担
が
生
じ
て
い
る
。

が
，
決
し
て
二
重
に
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
，
職
員
が
意
図
的
に
受
給
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
制

度
に
そ
っ
て
受
給
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
，
県
民
に
し
っ
か
り
説
明
す
べ
き
だ
と
思
う
。

ホ
　
定
期
乗
車
券
を
持
っ
て
い
て
電
車
賃
を
も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
は
，
疑
問
を
い
だ
い
た
職
員
も
い
た
と
思

う
が
，
当
時
，
出
納
局
等
指
導
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
も
，
別
の
制
度
だ
か
ら
問
題
な
い
と
い
う
回
答
だ
っ

た
。

ヘ
　
日
当
の
額
に
つ
い
て
は
，
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
が
，
出
張
の
際
の
携
帯
電
話
で
の
連
絡
や
交
通
費
等
の

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
現
実
に
あ
り
，
必
要
な
も
の
だ
と
思
う
，
日
当
を
廃
止
し
，
全
て
職
員
の
負

担
に
す
る
の
は
お
か
し
い
。

ト
　
カ
ラ
出
張
及
び
不
必
要
な
旅
行
は
，
あ
り
得
な
い
。

チ
　
復
命
書
に
つ
い
て
は
，
服
務
規
程
ど
お
り
に
作
成
し
て
い
る
。
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
，
口
頭
復
命
で

済
ま
す
場
合
も
あ
る
。
内
部
的
に
は
詳
し
く
内
容
が
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
あ
・
う
ん
の
呼
吸
で
理
解
し
て

い
る
。
請
求
人
は
，「
復
命
書
」
の
み
を
開
示
請
求
し
て
い
る
が
，
復
命
書
が
無
い
と
し
て
い
る
中
に
は
，

打
ち
合
わ
せ
記
録
等
を
し
っ
か
り
作
成
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

リ
　
平
成
19年
３
月
と
同
年
12月
の
人
事
課
長
通
知
後
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
，
通
知
の
と
お
り
取
り
扱
っ

て
い
る
。
今
年
４
月
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
が
，
自
家
用
車
出
張
の
際
の
調
整
な
ど
手
計
算
部

分
が
あ
り
，
早
く
シ
ス
テ
ム
化
し
て
も
ら
わ
な
い
と
，
庶
務
担
当
者
が
人
員
削
減
さ
れ
た
現
状
で
は
，
大
変

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

�
　
大
崎
地
方
振
興
事
務
所

イ
　
仙
台
市
内
に
居
住
し
新
幹
線
通
勤
を
し
て
い
る
職
員
が
，
仙
台
市
内
に
旅
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
，
職

員
か
ら
，
定
期
乗
車
券
を
使
用
す
る
た
め
交
通
費
が
か
か
ら
な
い
の
で
，
自
発
的
に
旅
費
を
辞
退
し
た
い
と

の
申
し
出
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
大
崎
合
同
庁
舎
内
を
調
べ
た
と
こ
ろ
，
県
税
事
務
所
，
保
健
福
祉
事
務
所
，

土
木
事
務
所
で
は
，
職
員
か
ら
旅
費
の
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
日
当
の
み
を
支
給
す
る
取
扱
い
を
既

に
実
施
し
て
い
た
の
で
，
当
所
も
部
長
会
議
で
意
思
統
一
を
図
り
，
平
成
18年
８
月
１
日
か
ら
職
員
本
人
か

ら
辞
退
の
申
し
出
が
あ
る
場
合
，
日
当
の
み
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
辞
退
の
意
思
表
示
は
，
各
職
員
が

旅
行
命
令
票
に
辞
退
の
ゴ
ム
印
を
押
印
す
る
こ
と
と
し
た
。

ロ
　
辞
退
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
先
例
が
あ
り
条
例
や
規
則
違
反
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
当
時
の
総
括

担
当
次
長
が
人
事
課
に
電
話
相
談
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

ハ
　
日
当
に
つ
い
て
は
，
旅
行
雑
費
的
な
経
費
と
し
て
当
然
必
要
な
も
の
と
思
う
。
額
に
つ
い
て
は
，
も
う
少

し
低
額
で
も
よ
い
と
思
う
。

ニ
　
自
家
用
車
通
勤
者
の
出
張
に
つ
い
て
は
，
通
勤
経
路
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
，
出
張
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合

は
，
通
勤
距
離
を
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
，
ガ
ソ
リ
ン
代
の
負
担
等
か
ら
定
期
乗
車
券
の
場
合
と
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所
で
は
４
人
が
同
48千
円
，
最
大
の
者
で
年
間
18万
６
千
円
の
手
出
し
と
な
っ
て
い
る
。
石
巻
で
は
，
電
車

通
勤
者
の
手
出
し
は
な
い
と
思
う
。

ル
　
平
成
17年
度
頃
か
ら
交
通
費
の
辞
退
と
い
う
取
扱
い
が
顕
在
化
し
，
平
成
19年
３
月
に
人
事
課
長
通
知
を

出
す
に
至
っ
た
経
緯
は
，
既
に
調
整
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
お
り
，
辞
退
の
申
し
合
わ
せ
を
す
る
大
崎
の
地

方
事
務
所
が
増
え
た
こ
と
や
，
他
県
で
調
整
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
た
た
め
，
よ
り
実
費
弁
償
に
近
い
形

に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

ヲ
　
今
年
４
月
に
稼
働
し
た
旅
費
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
ま
で
旅
費
計
算
の
基
礎
と
な
る
起

点
を
県
内
約
330カ

所
か
ら
約
4,000カ

所
に
，
県
外
約
330カ

所
を
約
8,900カ

所
に
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
，

職
員
が
出
張
す
る
際
，
出
発
地
や
経
路
を
正
確
に
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
，
よ
り
実
費
に
近
い
旅
費
を
計
算

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
事
務
の
煩
雑
さ
に
つ
い
て
は
，当
初
慣
れ
る
ま
で
は
大
変
と
思
う
が
，

慣
れ
れ
ば
大
丈
夫
と
思
う
。
自
家
用
車
出
張
の
際
の
調
整
な
ど
，
一
部
手
処
理
部
分
が
あ
る
が
，
こ
れ
か
ら

シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
予
定
で
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
改
善
で
省
力
化
が
図
れ
る
点
が
あ
れ
ば
，
こ
れ
か
ら
も

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ワ
　
旅
費
の
二
重
取
り
や
裁
量
権
の
濫
用
・
逸
脱
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
，濫
用
や
逸
脱
が
あ
っ
た
と
は
思
っ

て
い
な
い
が
，
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
，
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
な
が
ら

検
討
を
続
け
て
き
た
。

カ
　
報
告
等
に
使
う
携
帯
電
話
代
な
ど
の
旅
行
雑
費
に
つ
い
て
は
，
実
態
と
し
て
，
こ
れ
ま
で
は
日
当
で
ま
か

な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
，
今
年
４
月
以
降
，
日
当
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
，
今
後
，
日
当
の
構
成
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
整
理
し
た
い
。
ま
た
，
駐
車
料
金
や
高
速
料
金

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

ヨ
　
平
成
19年
３
月
及
び
同
年
12月
の
人
事
課
長
通
知
に
つ
い
て
は
，
当
面
の
措
置
と
し
て
発
し
た
も
の
で
あ

り
，
調
整
が
整
っ
た
時
点
で
職
員
等
の
旅
費
支
給
規
程
（
昭
和
35年
宮
城
県
訓
令
甲
第
23号
。
以
下
「
旅
費

支
給
規
程
」
と
い
う
。）
を
改
正
し
た
い
。

タ
　
相
当
多
数
の
旅
行
で
復
命
書
が
な
い
も
の
，
土
地
改
良
用
務
，
畜
産
振
興
用
務
と
し
か
書
い
て
お
ら
ず
旅

行
の
内
容
が
不
明
な
も
の
，
書
類
提
出
等
の
用
務
で
本
当
に
出
張
が
必
要
だ
っ
た
の
か
疑
わ
し
い
と
い
う
請

求
人
の
指
摘
に
つ
い
て
は
，
今
後
，
可
能
な
限
り
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
指
導
を
徹
底
し
た
い
。

第
７
　
判
断

　
旅
費
に
つ
い
て
は
，
法
第
204条

第
１
項
で
，
旅
行
す
る
職
員
に
対
し
て
旅
行
中
の
費
用
を
償
う
た
め
に
支
給
す

る
義
務
が
規
定
さ
れ
，
ま
た
，
同
条
第
３
項
に
よ
り
旅
費
の
額
及
び
支
給
方
法
は
条
例
で
定
め
る
べ
き
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
，
本
県
で
は
旅
費
条
例
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
，
旅
費
条
例
第
41条
第
１
項
に
お
い
て
，
旅
費
条
例
の
規
定
に
よ
る
旅
費
を
支
給
し
た
場
合
に
，
大
幅

ハ
　
旅
費
の
減
額
調
整
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
平
成
12年
に
日
当
の
額
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
旅
費
の
実
費
弁
償
と
い
う
性
格
を
よ
り
実
現
す
る
た
め
，

こ
れ
ま
で
も
検
討
を
続
け
取
組
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　
ａ
　
平
成
19年
３
月
30日
通
知
「
定
期
乗
車
券
を
所
持
す
る
職
員
の
旅
費
の
調
整
等
に
つ
い
て
」

　
ｂ
　
平
成
19年
12月
26日
通
知
「
旅
費
と
通
勤
手
当
の
調
整
に
つ
い
て
」　

　
ｃ
　
平
成
20年
４
月
14日
通
知
「
旅
費
（
日
当
）
の
減
額
調
整
に
つ
い
て
」　

ニ
　
仙
台
市
か
ら
新
幹
線
通
勤
す
る
大
崎
土
木
事
務
所
の
職
員
が
，
平
成
10年
頃
か
ら
交
通
費
を
辞
退
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
，
認
識
は
し
て
い
た
が
，
通
勤
手
当
と
旅
費
の
支
給
と
の
調
整
が
で
き
る
か
ど
う
か
検
討

し
て
お
り
，
県
下
一
律
の
取
扱
い
で
は
な
く
，
あ
く
ま
で
職
員
の
自
主
的
判
断
に
委
ね
て
い
た
。
当
時
，
他

県
で
も
通
勤
手
当
と
旅
費
を
調
整
し
て
支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
か
っ
た
。

ホ
　
県
の
全
て
の
機
関
の
旅
費
担
当
者
が
参
加
す
る
平
成
15年
度
の
会
計
事
務
担
当
者
の
研
修
会
で
は
出
納
局

と
と
も
に
，「
旅
行
命
令
し
た
場
合
，
そ
れ
に
係
る
旅
費
は
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
通
勤
手
当
の
支
給

と
は
全
く
関
係
が
な
い
，
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
，
旅
行
命
令
権
者
が
辞
退
を
強
制

す
る
あ
る
い
は
旅
行
命
令
権
者
の
判
断
で
支
給
し
な
い
と
い
っ
た
取
扱
い
は
で
き
な
い
。
ま
た
，
通
勤
手
当

で
補
え
る
の
は
旅
費
の
う
ち
の
交
通
費
部
分
で
あ
り
，
旅
費
の
辞
退
が
あ
っ
た
場
合
で
も
日
当
を
支
給
す
る

必
要
が
あ
る
。」
旨
指
導
し
て
お
り
，
以
降
平
成
18年
度
ま
で
は
こ
の
方
針
で
出
納
局
と
と
も
に
各
地
方
事
務

所
を
指
導
し
て
い
た
。

ヘ
　
旅
費
と
通
勤
手
当
の
調
整
の
検
討
に
つ
い
て
は
，
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
調
整
を
進
め
て
き
た
。

人
事
課
長
通
知
は
，
調
整
の
つ
い
た
も
の
か
ら
順
次
改
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
，
新
し
い
旅

費
シ
ス
テ
ム
が
今
年
４
月
に
稼
働
す
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
か
ら
，
通
知
の
時
期
が
遅
れ
た
と
い
う
事
情
も
あ

る
。

ト
　
民
間
の
企
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
特
に
調
査
も
し
て
お
ら
ず
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
，

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25年
法
律
第
261号

）
第
24条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
や
他
県
と
の
権
衡
を
図
る

こ
と
で
行
っ
て
き
た
。

チ
　
平
成
７
年
頃
の
カ
ラ
出
張
が
問
題
と
な
っ
た
時
，
単
身
赴
任
者
に
つ
い
て
の
宿
泊
料
な
ど
が
問
題
と
な
り

改
正
し
て
い
る
が
，
通
勤
手
当
と
旅
費
の
調
整
に
つ
い
て
は
，
特
に
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

リ
　
大
崎
の
各
地
方
事
務
所
で
交
通
費
の
辞
退
と
い
う
取
扱
い
が
行
わ
れ
た
理
由
と
し
て
は
，
新
幹
線
利
用
と

い
う
こ
と
も
あ
り
，
旅
費
が
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
と
，
県
の
財
政
が
厳
し
く
な
り
財
政
的
な
面
も
あ
っ
た
と

思
う
。

ヌ
　
大
崎
に
勤
務
す
る
職
員
が
新
幹
線
通
勤
の
際
に
通
勤
手
当
の
不
足
分
を
手
出
し
し
て
い
る
額
は
，
大
崎
県

税
事
務
所
で
は
８
人
が
年
間
一
人
平
均
で
64千
円
，
地
方
振
興
事
務
所
で
は
33人
が
同
72千
円
，
土
木
事
務
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た
も
の
の
，
旅
費
の
事
務
処
理
が
か
な
り
煩
雑
に
な
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

　
加
え
て
，
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
35年
宮
城
県
訓
令
甲
第
25号
）
第
12条
第
１
項
の
規
定
で
，
出
張
が
軽
易
な
も
の

で
あ
る
場
合
等
は
口
頭
復
命
の
み
で
復
命
書
の
作
成
を
省
略
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
，
復
命
書
の
未
作

成
や
旅
行
命
令
時
の
旅
行
内
容
欄
記
載
の
簡
略
化
等
か
ら
出
張
の
目
的
や
内
容
が
旅
費
の
支
出
関
係
書
類
か
ら
は
具
体

的
に
分
か
ら
な
い
も
の
も
存
在
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
，
今
回
の
監
査
の
過
程
に
お
い
て
，
職
員
の
出
張
旅
費
等
に
関
し
て
改
善
を
要
す
る
点
が
認
め
ら
れ

た
の
で
，
監
査
委
員
は
知
事
に
対
し
て
次
の
こ
と
を
要
望
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
　
交
通
費
及
び
日
当
の
減
額
調
整
措
置
が
人
事
課
長
通
知
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
が
，
今
回
の
制
度
改
正
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
，
早
期
に
旅
費
条
例
等
に
お
い
て
明
文
化
を
図
る
こ
と
。

２
　
今
後
と
も
，
社
会
通
念
に
適
合
し
た
旅
費
制
度
と
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　
　
な
お
，
現
在
手
計
算
処
理
と
な
っ
て
い
る
自
家
用
自
動
車
出
張
旅
費
と
通
勤
手
当
の
調
整
計
算
を
早
期
に
旅
費
シ

ス
テ
ム
に
組
み
込
む
な
ど
，
制
度
変
更
に
際
し
て
は
，
事
務
の
効
率
化
や
簡
素
化
に
も
留
意
し
て
対
応
す
る
こ
と
。

３
　
出
張
に
際
し
て
，
復
命
書
等
の
作
成
や
旅
行
命
令
時
の
旅
行
内
容
記
載
方
法
に
留
意
す
る
な
ど
，
可
能
な
限
り
旅

行
の
内
容
や
用
務
を
明
ら
か
に
し
，
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

別
表
第
１

に
旅
行
の
実
費
を
こ
え
た
旅
費
又
は
通
常
必
要
と
し
な
い
旅
費
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
，
旅
費
を
減
額

調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
規
定
に
基
づ
く
旅
費
支
給
規
程
第
９
条
第
１
項
に
お
い
て
，

公
用
車
出
張
の
交
通
費
，
自
家
用
自
動
車
等
便
乗
出
張
の
車
賃
や
日
当
，
親
族
の
居
宅
等
に
宿
泊
す
る
場
合
の
宿

泊
料
等
，
同
項
各
号
に
定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
減
額
調
整
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
請
求
人
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
旅
費
の
二
重
支
給
，
す
な
わ
ち
，
通
勤
手
当
を
受
け
て
い
る
場
合
に
，
旅
費
条

例
第
41条
第
１
項
の
規
定
を
適
用
し
た
旅
費
の
減
額
調
整
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
通
勤
手

当
は
，
性
格
的
に
は
実
費
弁
償
に
近
い
も
の
の
職
員
の
通
勤
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る
手
当
と
し
て
給
与
の
一

種
で
あ
り
，
旅
費
と
は
別
の
性
格
を
有
す
る
た
め
，
平
成
18年
度
以
前
は
，
旅
費
条
例
第
41条
第
１
項
の
解
釈
と

し
て
，
旅
費
を
支
給
す
る
際
の
調
整
対
象
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
，

第
６
－
２
－
�
－
ホ
に
記
載
し
た
と
お
り
，
平
成
18年
度
ま
で
の
会
計
職
員
研
修
等
に
お
い
て
，
旅
費
制
度
担
当

課
等
か
ら
各
地
方
事
務
所
の
旅
費
担
当
職
員
に
，
旅
費
と
通
勤
手
当
は
調
整
対
象
と
し
な
い
旨
指
導
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
，
旅
費
と
通
勤
手
当
の
調
整
に
つ
い
て
は
，
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
の
で
，
こ
れ
を

変
更
す
る
に
当
た
っ
て
は
，
所
要
の
調
整
を
図
る
ほ
か
，
地
方
公
務
員
法
第
24条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
，
国
及

び
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
と
の
権
衡
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
旅
費
法
に
準
拠
し
て
，
旅
費
に
つ
き
定
額

方
式
を
採
用
し
て
い
る
本
県
に
お
い
て
も
，
こ
れ
ま
で
他
県
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
調
整
し
，
検
討
を
重
ね
，
改

善
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
監
査
対
象
旅
行
に
係
る
旅
費
の
支
出
に
つ
い
て
の
財
務
会
計
行
為
は
，
当
時
の
旅
費
条
例

等
の
規
定
及
び
旅
費
制
度
担
当
課
等
の
指
導
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
正
当
な
も
の
で
あ
り
，
ま
た
，
当
該
条
例
等
の

規
定
及
び
そ
の
解
釈
や
運
用
も
違
法
又
は
不
当
と
解
す
る
余
地
は
な
い
。

    請
求
人
の
主
張
は
，
一
般
県
民
の
視
点
か
ら
，
旅
費
と
通
勤
手
当
の
調
整
を
行
う
よ
う
に
改
め
る
べ
き
と
の
趣

旨
と
し
て
は
理
解
で
き
る
と
し
て
も
，
当
該
財
務
会
計
行
為
等
に
何
ら
の
違
法
又
は
不
当
は
存
し
な
い
の
で
あ
る

か
ら
，
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

付
言
－
知
事
に
対
す
る
要
望

　
旅
費
と
通
勤
手
当
の
調
整
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
適
切
さ
を
欠
い
て

お
り
，
県
民
の
理
解
を
得
難
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
，
旅
費
と
定
期
乗
車
券
の
調
整
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
平
成
16年
頃
か
ら
大
崎
合
同
庁
舎
の
主
な
事
務
所
で

は
順
次
関
係
職
員
の
自
主
的
な
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
，
統
一
的
に
交
通
費
の
辞
退
処
理
が
行
わ
れ
，
旅
費
制
度
を
指
導

す
る
人
事
課
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
が
な
さ
れ
て
い
た
。
更
に
，
近
年
他
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
調
整
す
る
動

き
が
出
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
，
検
討
に
時
間
を
要
し
対
応
が
遅
れ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
な
お
，
こ
の
４
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
た
新
た
な
旅
費
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
，
ほ
ぼ
実
費
に
近
い
旅
費
支
給
と
な
っ

金
　
　
額

件
数

N
o

措
置
請
求
書

資
料
番
号

事
　務
　所
　名

66,444 
27

１
～
11，
13～
18，
20～
29

別
紙
１

石
巻
県
税
事
務
所

56,822 
36

１
～
10，
14～
19，
22～
41

別
紙
２

大
崎
県
税
事
務
所

401,142 
145

１
～
12，
15～
22，
25，
27～
33，
35

～
37，
40，
42～
63，
66～
76，
79～

100，
105～

112，
114～

123，
125～

132，
134～

151，
157～

170

別
紙
３

石
巻
土
木
事
務
所

276,468 
135

１
～
16，
20～
27，
29～
37，
40～
49，

53～
54，
56～
81，
83～
146

別
紙
４

大
崎
土
木
事
務
所

157,465 
69

１
～
４
，
7～
38，
41～
44，
46～
64，

67～
76

別
紙
５
－
１

石
巻
地
方
振
興
事
務
所
水

産
漁
港
部

31,772 
11

１
～
９
，
11～
12

別
紙
５
－
２

　
〃
　
総
務
部

96,443 
35

１
～
35

別
紙
５
－
３

　
〃
　
地
方
振
興
部

89,467 
31

１
～
13，
15，
17～
25，
27～
34

別
紙
５
－
４

　
〃
　
農
業
振
興
部
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397,718 
162

１
～
25，
29～
50，
53～
72，
75～
110，

113～
153，

158～
175

別
紙
５
－
５

　
〃
　
農
業
農
村
整
備
部

66,057 
28

１
～
２
，
４
～
15，
18～
22，
24～
32

別
紙
５
－
６

　
〃
　
林
業
振
興
部

145,469 
62

１
～
３
，
５
～
34，
36～
55，
58～
66

別
紙
６
－
１

大
崎
家
畜
保
健
衛
生
所

115,513 
57

１
～
５
，
７
～
16，
18～
48，
52～
62

別
紙
６
－
２

大
崎
地
方
振
興
事
務
所
総

務
部

84,177 
47

１
，
３
～
13，
17～
18，
20～
22，
25

～
34，
36～
40，
43～
57

別
紙
６
－
３

　
〃
　
地
方
振
興
部

187,678 
87

１
～
29，
31～
42，
45～
58，
62～
70，

72～
89，
92～
96

別
紙
６
－
４

　
〃
　
農
業
振
興
部

536,775 
260

１
～
22，
24～
42，
44～
60，
63～
74，

76～
83，
85～
112，

117～
146，

148
～
170，

172～
184，

186～
202，

206
～
243，

246～
250，

252～
279

別
紙
６
－
５

　
〃
　
農
業
農
村
整
備
部

19,440 
9

１
～
９

別
紙
６
－
６

美
里
農
業
改
良
普
及
所

106,010 
69

１
～
27，
29～
33，
35～
55，
57～
72

別
紙
６
－
７

大
崎
地
方
振
興
事
務
所
林

業
振
興
部

2,834,860 
1,270 

合
　
　
　
計
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別
表
第
２

大
崎
県
税
事
務
所

調
整
の
内
容
，
金
額

調
整
の
有
無

用
務
内
容

用
務
先

旅
費

支
払
額

旅
行
経
路

交
通
手
段

支
払
日

旅
行
日

氏
名

番
号

1,956
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

県
税
事
務
所
長
会
議
等

県
庁

1,300
古
川
－
仙
台
－
鈎
取

新
幹
線
・
一
般

平
成
19年

４
月
10日

平
成
19年

３
月
16日

熊
澤
　

修
11

1,956
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

内
示
，
人
事
関
係

県
庁

1,300
鈎
取
－
仙
台
－
古
川

新
幹
線
・
一
般

平
成
19年

４
月
10日

平
成
19年

３
月
19日

熊
澤
　

修
12

1,956
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

公
報
送
致

県
庁

1,300
古
川
－
仙
台
－
鈎
取

新
幹
線
・
一
般

平
成
19年

４
月
10日

平
成
19年

３
月
28日

熊
澤
　

修
13

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

平
成
18年

度
収
納
事
務
担
当
者
会
議

県
庁
税
務
課

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
・
一
般

平
成
19年

４
月
10日

平
成
19年

３
月
９
日

佐
々
木
恵
美
子

20

3,160
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
連
絡

県
庁

1,300
古
川
－
仙
台
－
古
川

新
幹
線

平
成
19年

４
月
10日

平
成
19年

３
月
28日

佐
々
木
恵
美
子

21

10,608
6,500

５
件

小
　
　
　
　
　
計

石
巻
県
税
事
務
所

有
・
〇 無 

事
務
連
絡
（
事
務
引
継
）

県
庁

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
26日

佐
藤
城
晃

12

有
・
〇 無 

事
務
連
絡
（
事
務
引
継
）

県
庁

3,092
泉
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
26日

三
浦
保
徳

19

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
県
税
事
務
所
長
会
議
等

県
庁

2,310
石
巻
－
仙
台
－
福
田
町

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
16日

米
森
　

清
30

有
・
〇 無 

人
事
異
動
内
示

県
庁

2,310
福
田
町
－
仙
台
－
石
巻

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
19日

米
森
　

清
31

有
・
〇 無 

事
務
連
絡
（
事
務
引
継
）

県
庁

2,310
石
巻
－
仙
台
－
福
田
町

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
26日

米
森
　

清
32

0
13,114

５
件

小
　
　
　
　
　
計

大
崎
地
方
振
興
事
務
所

　
　
総
務
部

1,870
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
打
合
せ

1,300
泉
－
仙
台
－
古
川

一
般
→
新
幹
線

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
19日

大
平
輝
雄

6

有
・
〇 無 

会
計
検
査
院
第
４
局
農
林
水
産
検
査
第
２

課
会
計
実
地
検
査
打
合
会

土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会

2,880
古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
14日

加
藤
裕
二

17

1,900
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

平
成
19年

度
組
織
改
編
に
伴
う
会
計
事

務
説
明
会

自
治
会
館

1,300
古
川
－
仙
台
－
宮
城

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
９
日

佐
藤
信
男

49

有
・
〇 無 

事
業
総
点
検
に
係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
点
検

県
庁
第
２
分
庁
舎

1,940
宮
城
－
仙
台
－
宮
城

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
13日

佐
藤
信
男

50

有
・
〇 無 

事
業
総
点
検
に
係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
点
検

県
庁
第
２
分
庁
舎

1,940
宮
城
－
仙
台
－
宮
城

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
16日

佐
藤
信
男

51

1,760
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
連
絡

1,300
古
川
－
仙
台
－
東
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
20日

畑
中
　

浩
63

5,530
10,660

６
件

小
　
　
　
　
　
計
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地
方
振
興
部

2,058
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
古
川
－
仙
台
－
向
陽
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
28日

氏
家
清
明

2

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

関
す
る
説
明
会

県
庁

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般
→
新
幹
線

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
19日

及
川
正
博

14

3,160
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

平
成
18年

度
第
５
回
地
方
振
興
担
当
班

長
会
議

県
庁

1,300
古
川
－
仙
台
－
古
川

新
幹
線

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
23日

及
川
正
博

15

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般
→
新
幹
線

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
27日

及
川
正
博

16

1,870
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
古
川
－
仙
台
－
泉

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
28日

大
平
輝
雄

19

1,956
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

宮
城
・
山
形
広
域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

仙
台
エ
ク
セ
レ
ン

ト
ホ
テ
ル
東
急

1,300
古
川
－
仙
台
－
七
郷

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
20日

曽
根
孝
悦

23

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
古
川
－
仙
台
－
七
郷

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
28日

曽
根
孝
悦

24

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

宮
城
・
山
形
広
域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

仙
台
エ
ク
セ
レ
ン

ト
ホ
テ
ル
東
急

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
20日

千
葉
忠
好

35

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

地
域
活
性
化
講
演
会

ホ
テ
ル
仙
台
プ
ラ

ザ
1,300

古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
８
日

堀
　

ゆ
か

41

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

研
修

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般
→
新
幹
線

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
20日

堀
　

ゆ
か

42

1,810
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

東
北
大
学
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
（
Ｔ
-B
iz）
開
設
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
仙
台

1,300
古
川
－
仙
台
－
下
愛
子

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
５
日

渡
邊
浩
幸

58

1,810
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

半
導
体
関
連
産
業
業
界
及
び
企
業
動
向
に

関
す
る
研
修
会

県
庁

1,300
古
川
－
仙
台
－
下
愛
子

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
12日

渡
邊
浩
幸

59

1,810
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

地
域
中
小
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ

ト
 in 東

北
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
仙
台

1,300
古
川
－
仙
台
－
下
愛
子

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
13日

渡
邊
浩
幸

60

1,810
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

環
境
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
成
果

発
表
会

県
庁

1,300
古
川
－
仙
台
－
下
愛
子

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
16日

渡
邊
浩
幸

61

25,764
18,200

14件
小
　
　
　
　
　
計

　
　
農
業
振
興
部

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
土
づ
く
り
推
進
事
業
成
績

検
討
会

県
庁
第
２
分
庁
舎

2,612
古
川
－
仙
台
－
鶴
ヶ
丘

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
19日

小
松
め
ぐ
み

30

1,760
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

研
修

1,300
古
川
－
仙
台
－
長
町

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
１
日

佐
々
木
秀
夫

43

1,760
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
古
川
－
仙
台
－
長
町

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
29日

佐
々
木
秀
夫

44

有
・
〇 無 

会
議
出
席

2,648
古
川
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
８
日

蘇
武
　

真
59

有
・
〇 無 

会
議
出
席

2,648
古
川
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
14日

蘇
武
　

真
60

有
・
〇 無 

事
務
打
合
せ

2,648
古
川
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
16日

蘇
武
　

真
61

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

普
及
用
務

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
７
日

高
橋
秀
典

71
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1,580

交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
打
合
せ

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
27日

平
泉
　

健
90

1,580
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
打
合
せ

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般
→
新
幹
線

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
30日

平
泉
　

健
91

8,260
17,056

９
件

小
　
　
　
　
　
計

　
　
農
業
農
村
整
備
部

920
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
古
川
－
仙
台
－
長
町

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
20日

赤
井
澤
光
博

23

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

平
成
1
8年
度
農
産
物
直
売
所
運
営
研
修
会

ハ
ー
ネ
ル
仙
台

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
15日

大
場
誠
司

43

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

ほ
場
整
備
事
業
用
務

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
13日

尾
形
尚
史

61

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
27日

尾
形
尚
史

62

1,810
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
検
用
務

1,300
古
川
－
仙
台
－
下
愛
子

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
９
日

加
賀
見
敏
史

75

920
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

壇
の
越
遺
跡
調
査
調
整
会
議

県
庁

1,300
古
川
－
仙
台
－
東
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
２
日

加
茂
康
治

84

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

平
成
19年

度
会
計
検
査
農
道
特
別
調
書

作
成
に
係
る
打
合
せ

土
地
連

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
５
日

桜
井
孝
志

113

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
８
日

桜
井
孝
志

114

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
計
検
査
院
第
４
局
農
林
水
産
検
査
第
２

課
会
計
検
査
事
前
打
ち
合
わ
せ

土
地
連
会
館

1,300
古
川
－
仙
台
－
古
川

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
14日

桜
井
孝
志

115

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

平
成
18年

度
宮
城
県
中
山
間
地
域
等
農

村
活
性
化
推
進
委
員
会

仙
台
市

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
16日

桜
井
孝
志

116

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
打
合
せ

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
15日

佐
藤
佳
奈
子

147

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

用
地
買
収
用
務

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
９
日

菅
原
　

常
171

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
議
出
席

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
16日

玉
手
敬
悦

185

1,265
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

壇
の
越
遺
跡
調
査
調
整
会
議

県
庁

1,300
古
川
－
仙
台
－
高
森

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
２
日

二
階
堂
和
雄

203

有
・
〇 無 

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
『
下
志
田
地

区
』
の
河
川
法
23条

に
係
る
打
合
わ
せ

県
庁
河
川
課

2,397
高
森
－
仙
台
－
高
森

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
８
日

二
階
堂
和
雄

204

1,265
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

ほ
場
整
備
事
業
用
務

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
19日

二
階
堂
和
雄

205

1,265
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
打
合
せ

1,300
実
沢
－
仙
台
－
古
川

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
６
日

原
野
三
男

244

1,480
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
計
検
査
院
第
４
局
農
林
水
産
検
査
第
２

課
会
計
検
査
事
前
打
ち
合
わ
せ

土
地
連
会
館

1,300
古
川
－
仙
台
－
古
川

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
14日

原
野
三
男

245

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
連
絡

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
27日

丸
尾
泰
一
郎

251

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

農
業
農
村
整
備
事
業
管
理
計
画
策
定
に
関

す
る
打
合
せ

自
治
会
館

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
６
日

吉
川
　

弘
280

17,805
27,097

20件
小
　
　
　
　
　
計
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林
業
振
興
部

930
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

治
山
用
務

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台
中
田

一
般

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
９
日

佐
藤
裕
之

28

740
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

「
も
っ
と
も
っ
と
み
や
ぎ
の
間
伐
材
」
流

通
拡
大
対
策
事
業
推
進
会
議

県
庁

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
12日

鈴
木
和
幸

34

920
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

事
務
打
合
せ

1,300
東
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
30日

吉
田
光
浩

56

930
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

普
及
指
導
用
務

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台
中
田

一
般

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
２
日

渡
辺
　

修
73

930
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

平
成
18年
度
宮
城
南
部
／
北
部
流
域
森
林
・

林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
合
同
事
務
局
員
会
議

県
森
林
組
合
連
合

会
1,300

古
川
－
仙
台
－
仙
台
中
田

一
般

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
13日

渡
辺
　

修
74

4,450
合
計

6,500
５
件

小
　
　
　
　
　
計

大
崎
家
畜
保
健
衛
生
所

1,218
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

宮
城
県
広
報
研
修
会
「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
」

県
庁

1,300
向
陽
台
－
仙
台
－
向
陽
台

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
20日

石
黒
百
合
子

4

有
・
〇 無 

平
成
1
8年
度
第
５
回
家
畜
衛
生
対
策
会
議

県
庁
第
２
分
庁
舎

2,537
古
川
－
仙
台
－
東
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
18年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
19日

佐
藤
　

尚
35

1,030
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

会
検
２
課
実
地
検
査
事
前
打
合
せ
会
議

土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会

1,300
泉
－
仙
台
－
泉

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
14日

嶋
田
俊
治

56

1,030
交
通
費
辞
退

〇 有 
・
無

畜
産
振
興
用
務

1,300
泉
－
仙
台
－
泉

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
27日

嶋
田
俊
治

57

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
第
５
回
家
畜
衛
生
対
策
会

議
県
庁
第
２
分
庁
舎

2,230
古
川
－
仙
台
－
仙
台
中
田

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
19日

鈴
木
　

歩
67

有
・
〇 無 

家
畜
防
疫
打
合
せ

県
庁

2,230
古
川
－
仙
台
－
仙
台
中
田

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
29日

鈴
木
　

歩
68

3,278
10,897

６
件

小
　
　
　
　
　
計

美
里
農
業
改
良
普
及
所

有
・
〇 無 

地
域
農
業
改
革
支
援
講
演
会

仙
台
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル

2,040
小
牛
田
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
１
日

野
澤
典
子

10

0
合
計

2,040
１
件

小
　
　
　
　
　
計

石
巻
地
方
振
興
事
務
所

　
　
総
務
部

有
・
〇 無 

工
事
経
理
関
係
事
務

仙
台

2,796
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
７
日

二
瓶
年
信

10

0
2,796

１
件

小
　
　
　
　
　
計

　
　
地
方
振
興
部
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有
・
〇 無 

移
住
交
流
打
合
せ
，
地
域
中
小
企
業
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト

仙
台

3,055
石
巻
－
仙
台
－
吉
成

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
13日

松
崎
正
俊

36

有
・
〇 無 

中
小
企
業
地
域
資
源
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会

仙
台

3,055
吉
成
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
19日

松
崎
正
俊

37

0
6,110

２
件

小
　
　
　
　
　
計

　
　
農
業
振
興
部

有
・
〇 無 

農
業
構
造
改
革
支
援
研
修
会

自
治
会
館
等

2,796
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
１
日

門
脇
正
好

14

有
・
〇 無 

乳
用
牛
群
検
定
立
会
検
定
員
全
体
研
修
会

仙
台
家
畜
保
健
衛

生
所

370
仙
台
－
東
仙
台
－
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
１
日

庄
司
理
津
子

16

有
・
〇 無 

１
．
平
成
18年

度
第
２
回
安
全
・
安
心
な

農
畜
産
物
供
給
支
援
対
応
研
修
（
午
前
），

２
．
宮
城
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
適
正
規
範
）

推
進
研
修
会
（
午
後
）

大
衡
村
，大
和
町
，

仙
台
市

2,981
石
巻
－
仙
台
－
東
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
１
日

鈴
木
　

宏
26

有
・
〇 無 

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
次
長
会
議

県
庁

2,981
石
巻
－
仙
台
－
東
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
27日

平
成
19年

３
月
13日

千
葉
芳
則

35

有
・
〇 無 

鹿
又
三
軒
谷
地
地
区
農
用
地
利
用
改
善
組

合
及
び
鹿
又
三
軒
谷
地
営
農
組
合
設
立
総

会

石
巻
市
鹿
又
三
軒

谷
地
老
人
憩
い
の

家
3,647

東
仙
台
－
仙
台
－
石
巻

－
鹿
又
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
５
日

平
成
19年

３
月
27日

千
葉
芳
則

36

0
合
　
　
計

12,775
５
件

小
　
　
　
　
　
計

　
　
農
業
農
村
整
備
部

有
・
〇 無 

会
検
打
合
せ

仙
台

2,120
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
９
日

小
川
芳
夫

26

有
・
〇 無 

検
査
打
合
せ

仙
台

2,120
仙
台
－
仙
台
－
石
巻

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
20日

小
川
芳
夫

27

有
・
〇 無 

検
査
打
合
せ

仙
台

2,120
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
23日

小
川
芳
夫

28

有
・
〇 無 

み
の
り
会
打
ち
合
わ
せ

土
地
連

2,410
石
巻
－
仙
台
－
泉

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
２
日

小
野
寺
良
光

51

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
第
６
回
農
地
集
積
指
導

チ
ー
ム
会
議

仙
台
市

2,410
石
巻
－
仙
台
－
泉

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
９
日

小
野
寺
良
光

52

有
・
〇 無 

第
３
回
農
地
集
積
指
導
セ
ン
タ
ー
連
絡
会

議
土
地
改
良
会
館

2,120
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
13日

笹
村
恵
司

73

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
農
産
物
直
売
所
運
営
研
修

会
仙
台
市
「
ハ
ー
ネ

ル
仙
台
」

2,120
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
15日

笹
村
恵
司

74

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
第
３
回
農
業
農
村
整
備
関

係
連
絡
会
議

自
治
会
館

2,590
石
巻
－
仙
台
－
長
命
ヶ
丘

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
16日

松
浦
　

繁
111

有
・
〇 無 

県
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
星
マ
ー
ク
授
与
式

仙
台

2,590
長
命
ヶ
丘
－
仙
台
－
石
巻

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
26日

松
浦
　

繁
112

有
・
〇 無 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
地
域
協

議
会
　
第
３
回
検
討
部
会

土
地
改
良
会
館
　

370
長
町
－
仙
台
－
長
町

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
８
日

山
田
隆
幸

154

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
宮
城
県
中
山
間
地
域
等
農

村
活
性
化
推
進
委
員
会

仙
台
市
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル

370
長
町
－
仙
台
－
長
町

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
16日

山
田
隆
幸

155
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有
・
〇 無 

障
害
防
止
打
合
せ

仙
台
第
３
合
同
庁

舎
3,018

石
巻
－
仙
台
－
長
町

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
23日

山
田
隆
幸

156

有
・
〇 無 

ほ
場
整
備
打
合
せ

県
庁

3,018
長
町
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
27日

山
田
隆
幸

157

有
・
〇 無 

会
検
打
合
せ

仙
台

3,129
石
巻
－
仙
台
－
岩
切

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
９
日

�
畑
健
一

176

0
30,505

14件
小
　
　
　
　
　
計

　
　
林
業
振
興
部

有
・
〇 無 

「
ネ
ダ
ノ
ン
の
更
な
る
可
能
性
に
つ
い

て
」
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク

ホ
テ
ル

1,982
下
愛
子
－
仙
台
－
高
森

－
下
愛
子

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
12日

小
野
泰
道

3

有
・
〇 無 

金
華
山
島
保
全
対
策
検
討
委
員
会
出
席

仙
台

2,731
石
巻
－
仙
台
－
茂
庭

一
般

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
16日

河
野
　

裕
16

有
・
〇 無 

事
務
引
継
ぎ

仙
台

2,731
石
巻
－
仙
台
－
茂
庭

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
29日

河
野
　

裕
17

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
山
行
苗
木
需
給
調
整
会
議

仙
台
市

3,018
石
巻
－
仙
台
－
長
町

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
26日

平
成
19年

３
月
６
日

佐
藤
裕
也

23

0
10,462

４
件

小
　
　
　
　
　
計

　
　
水
産
漁
港
部

有
・
〇 無 

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
合
併
認
可
交
付

式
県
庁

2,310
岩
切
－
仙
台
－
石
巻

一
般

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
19日

青
木
繁
道

5

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
水
産
基
盤
整
備
に
係
る
定

例
打
合
会
（
第
４
四
半
期
）

県
庁

2,310
石
巻
－
仙
台
－
岩
切

一
般

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
15日

青
木
繁
道

6

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
第
３
回
「
知
水
講
座
」

県
庁

3,055
石
巻
－
仙
台
－
吉
成

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
９
日

千
葉
光
敏

39

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
水
産
基
盤
整
備
に
係
る
定

例
打
合
会
（
第
４
四
半
期
）

県
庁

3,055
石
巻
－
仙
台
－
吉
成

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
15日

千
葉
光
敏

40

有
・
〇 無 

事
務
引
受

仙
台

3,314
鶴
ヶ
丘
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
29日

西
塚
健
哉

45

有
・
〇 無 

水
産
関
係
事
業
に
関
す
る
打
合
せ
会
に
つ

い
て

県
庁
行
政
庁
舎

2,300
石
巻
－
仙
台
－
東
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
23日

平
成
19年

３
月
15日

文
谷
俊
雄

65

有
・
〇 無 

第
325回

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

県
庁

2,300
石
巻
－
仙
台
－
東
仙
台

一
般

平
成
19年

４
月
４
日

平
成
19年

３
月
27日

文
谷
俊
雄

66

0
18,644

７
件

小
　
　
　
　
　
計

大
崎
土
木
事
務
所

1,580
交
通
費
辞
退

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
第
６
回
技
術
次
長
（
総
括
）

技
術
補
佐
（
総
括
）
会
議

県
庁
第
２
分
庁
舎

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
20日

平
成
19年

３
月
２
日

阿
部
清
一

17

1,580
交
通
費
辞
退

有
・
〇 無 

大
江
川
Ｊ
Ｒ
上
流
工
区
打
合
せ

1,300
仙
台
－
仙
台
－
古
川

一
般
→
新
幹
線

平
成
19年

３
月
30日

平
成
19年

３
月
15日

阿
部
清
一

18

1,580
交
通
費
辞
退

有
・
〇 無 

打
合
せ
（
岩
出
山
大
橋
打
合
せ
）

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

４
月
５
日

平
成
19年

３
月
26日

阿
部
清
一

19
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1,580
交
通
費
辞
退

有
・
〇 無 

打
合
せ
（
平
成
19年

度
道
路
局
所
管
市
町

道
路
補
助
事
業
早
期
実
施
認
可
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
）

1,300
古
川
－
仙
台
－
仙
台

新
幹
線
→
一
般

平
成
19年

３
月
20日

平
成
19年

３
月
８
日

猪
股
保
郎

28

有
・
〇 無 

①
国
道
108号

仮
設
道
路
設
置
に
つ
い
て

②
小
牛
田
都
市
計
画
駅
東
不
動
堂
線
と
�

涌
谷
三
本
木
線
と
の
交
差
部
の
交
差
点
協

議
に
つ
い
て

県
警
本
部
交
通
規

制
課

2,870
古
川
－
仙
台
－
高
森

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
20日

平
成
19年

３
月
２
日

遠
藤
　

学
38

有
・
〇 無 

�
坂
本
古
川
線
飯
川
Ⅱ
工
区
道
路
改
良
工

事
に
伴
う
，
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
光
ケ
ー
ブ
ル
）
埋

設
施
設
の
移
設
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

ネ
ッ
ト
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
五
橋
第
２

2,870
古
川
－
仙
台
－
高
森

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

５
月
17日

平
成
19年

３
月
９
日

遠
藤
　

学
39

有
・
〇 無 

事
務
連
絡
（
職
員
内
示
伝
達
）

2,833
茂
庭
－
仙
台
－
古
川

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

５
月
17日

平
成
19年

３
月
19日

太
田
　

泰
50

有
・
〇 無 

事
務
連
絡
（
道
路
課
）

2,833
茂
庭
－
仙
台
－
古
川

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
６
日

平
成
19年

３
月
27日

太
田
　

泰
51

有
・
〇 無 

事
務
連
絡

2,833
茂
庭
－
仙
台
－
古
川

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
６
日

平
成
19年

３
月
28日

太
田
　

泰
52

有
・
〇 無 

事
務
連
絡

2,685
古
川
－
東
仙
台
－
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
６
日

平
成
19年

３
月
27日

大
槻
宗
弘

55

有
・
〇 無 

み
や
ぎ
平
成
の
み
ち
ぶ
し
ん
検
討
会

自
治
会
館

2,537
古
川
－
仙
台
－
東
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

５
月
17日

平
成
19年

３
月
15日

佐
藤
守
彦

82

有
・
〇 無 

①
国
道
108号

仮
設
道
路
設
置
に
つ
い
て

②
小
牛
田
都
市
計
画
駅
東
不
動
堂
線
と
�

涌
谷
三
本
木
線
と
の
交
差
部
の
交
差
点
協

議
に
つ
い
て

県
警
本
部
交
通
規

制
課

2,648
古
川
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
20日

平
成
19年

３
月
２
日

山
田
智
志

147

有
・
〇 無 

み
や
ぎ
平
成
の
み
ち
ぶ
し
ん
検
討
会

自
治
会
館

2,648
古
川
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

５
月
17日

平
成
19年

３
月
15日

山
田
智
志

148

有
・
〇 無 

大
崎
大
通
線
地
権
者
対
応

2,056
古
川
－
向
陽
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

５
月
21日

平
成
19年

３
月
７
日

山
田
智
志

149

6,320
32,013

14件
小
　
　
　
　
　
計

石
巻
土
木
事
務
所

有
・
〇 無 

水
門
・
陸
こ
う
操
作
報
告
に
関
す
る
説
明

会
仙
台
土
木
事
務
所

2,796
石
巻
－
東
仙
台
－
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
８
日

石
川
光
博

13

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
第
３
回
「
知
水
講
座
」

県
庁

3,129
石
巻
－
仙
台
－
下
愛
子

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
９
日

石
川
光
博

14

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
宮
城
県
公
共
工
事
契
約
業

務
連
絡
協
議
会
研
修
会

県
庁

2,120
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
16日

伊
藤
光
康

23

有
・
〇 無 

宮
城
県
電
子
県
庁
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
所

属
長
等
研
修

県
庁

2,120
仙
台
－
仙
台
－
石
巻

一
般

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
28日

伊
藤
光
康

24

有
・
〇 無 

改
正
都
市
計
画
法
・
建
築
基
準
法
及
び
改

正
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
運
用
に
関
す

る
説
明
会

仙
台
市
青
年
文
化

セ
ン
タ
ー

2,300
石
巻
－
仙
台
－
東
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
13日

岩
崎
力
久

26

有
・
〇 無 

平
成
18年

度
宮
城
県
公
共
工
事
契
約
業

務
連
絡
協
議
会
研
修
会

県
庁

2,120
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
16日

後
藤
隆
一

34

有
・
〇 無 

①
改
正
建
築
基
準
法
説
明
会
　
②
H
18年

度
下
半
期
建
築
物
防
災
査
察
結
果
検
討
会

自
治
会
館
等

1,390
長
命
ヶ
丘
－
仙
台
－
長

命
ヶ
丘

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
14日

小
林
和
彦

38

有
・
〇 無 

建
築
士
事
務
所
登
録
申
請
に
つ
い
て

県
庁
建
築
宅
地
課

3,166
石
巻
－
仙
台
－
長
命
ヶ
丘

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
20日

小
林
和
彦

39
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有
・
〇 無 

原
発
導
水
管
打
合
せ

東
北
電
力
㈱
仙
台

技
術
セ
ン
タ
ー

3,166
石
巻
－
長
町
－
鈎
取

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
23日

近
藤
善
裕

41

有
・
〇 無 

小
野
橋
災
害
復
旧
橋
梁
（
上
部
工
）
工
事

完
成
検
査
等
に
つ
い
て

県
庁
道
路
課

3,092
泉
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
15日

齋
藤
一
彦

64

有
・
〇 無 

事
務
引
受
け
に
つ
い
て

県
庁
道
路
課

3,092
泉
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
30日

齋
藤
一
彦

65

有
・
〇 無 

技
術
セ
ミ
ナ
ー
　
－
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
の
話
題
－

仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

3,129
石
巻
－
仙
台
－
下
愛
子

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
27日

鈴
木
典
宏

77

有
・
〇 無 

（
主
）
河
北
桃
生
線
寺
崎
道
路
改
良
（
信

号
機
移
設
）
に
つ
い
て

県
警
察
本
部

3,129
石
巻
－
仙
台
－
下
愛
子

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
６
日

鈴
木
典
宏

78

有
・
〇 無 

特
昇
内
申
提
出

県
庁
土
木
総
務
課

3,129
下
愛
子
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
５
日

高
橋
裕
喜

101

有
・
〇 無 

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

県
庁

3,129
下
愛
子
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
８
日

高
橋
裕
喜

102

有
・
〇 無 

職
員
健
康
管
理
用
務

県
庁

3,129
石
巻
－
仙
台
－
下
愛
子

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
９
日

高
橋
裕
喜

103

有
・
〇 無 

職
員
健
康
管
理
用
務

県
庁

3,129
石
巻
－
仙
台
－
下
愛
子

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
９
日

高
橋
裕
喜

104

有
・
〇 無 

H
19年

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
事
務
引

受
け

県
庁
道
路
課

3,129
下
愛
子
－
仙
台
－
石
巻

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
29日

早
坂
俊
広

113

有
・
〇 無 

（
国
）
398号

大
街
道
新
橋
の
架
け
か
え

に
関
す
る
打
合
せ

県
警
本
部
交
通
規

制
課
　

2,796
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
１
日

巻
　

博
之

124

有
・
〇 無 

第
３
回
用
地
補
償
事
務
検
討
会

県
庁

2,120
石
巻
－
仙
台
－
仙
台

一
般

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
９
日

水
摩
見
自

133

有
・
〇 無 

曽
波
神
大
橋
上
部
（
P
９
～
A
２
）
工
事
【
設

計
照
査
に
伴
う
変
更
に
関
す
る
打
合
せ
】

県
庁
道
路
課

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
13日

宮
腰
俊
也

152

有
・
〇 無 

国
道
398号

石
巻
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評

価
事
後
調
査
中
間
報
告
書
に
つ
い
て

県
庁
環
境
政
策
課

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
19日

宮
腰
俊
也

153

有
・
〇 無 

（
国
）
398号

石
巻
バ
イ
パ
ス
（
大
瓜
工

区
）
の
軟
弱
地
盤
対
策
に
つ
い
て

県
庁
道
路
課

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
21日

宮
腰
俊
也

154

有
・
〇 無 

曽
波
神
大
橋
上
部
（
P
９
～
A
２
）
工
事

【
設
計
照
査
に
伴
う
変
更
に
関
す
る
打
合

せ
】（
そ
の
２
）

県
庁
道
路
課

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
６
日

宮
腰
俊
也

155

有
・
〇 無 

南
境
ト
ン
ネ
ル
設
計
変
更
に
つ
い
て

県
庁
道
路
課

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
16日

宮
腰
俊
也

156

有
・
〇 無 

曽
波
神
大
橋
上
部
（
P
９
～
A
２
）
工
事
【
設

計
照
査
に
伴
う
変
更
に
関
す
る
打
合
せ
】

県
庁
道
路
課

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
13日

森
　

俊
哉

171

有
・
〇 無 

技
術
セ
ミ
ナ
ー
　
－
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
の
話
題
－

仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

３
月
22日

平
成
19年

２
月
27日

森
　

俊
哉

172

有
・
〇 無 

曽
波
神
大
橋
上
部
（
P
９
～
A
２
）
工
事

【
設
計
照
査
に
伴
う
変
更
に
関
す
る
打
合

せ
】（
そ
の
２
）

県
庁
道
路
課

3,092
石
巻
－
仙
台
－
泉

自
家
用
車
運
転

平
成
19年

４
月
12日

平
成
19年

３
月
６
日

森
　

俊
哉

173

0
80,046

28件
小
　
　
　
　
　
計

交
通
費
辞
退
計
 

82,015
円

305,415
146件

  　
合
　
　
　
　
　
計




